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June

あなたが好きなまち・朝来市

今
月
の
主
な
内
容

定定住促進課が発定住促進課が発足足………………………………２２
但馬・食文化まつ但馬・食文化まつりり……………………………４…４
平成２５年度幼稚園・こども園評平成２５年度幼稚園・こども園評価価…６…６
地域おこし協力隊「あさこいひと便り地域おこし協力隊「あさこいひと便り」」…７…７
市政フラッシ市政フラッシュュ／我がまち朝来再発／我がまち朝来再発見見……８８
まちのわだまちのわだいい…………………………………………１０１０
情報掲示情報掲示板板………………………………………………１２１２
人いきいき／こんなことあったで人いきいき／こんなことあったでーー…２４…２４

うう
ま
い
で

う
ま
い
で
！！

食
べ
て
っ
て

食
べ
て
っ
て
!!!!

４月２６・２４月２６・２７７日日

但馬・食文化まつり２０１但馬・食文化まつり２０１４４

「あまごの塩焼き「あまごの塩焼き」」
（４㌻に関連記事（４㌻に関連記事））
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市
は
、
人
口
減
少
傾
向
を
少
し
で
も
や
わ
ら
げ
る
こ

と
を
最
重
要
課
題
と
し
て
策
定
し
た
、
第
２
次
総
合
計

画
の
重
点
プ
ラ
ン
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
市
長

公
室
に
定
住
促
進
課
を
設
置
、
若
者
世
代
（

～

歳

２０

３０

代
）を
中
心
と
し
た
人
口
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
今
後
、
市
が
定
住
促
進
課
を
軸
に
進
め
て

い
く
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
宮
崎
隆
史
課
長
に
話
を
聞
き

ま
し
た
。

若若
者
世
代
の
定
住
を
重
点
的
に
進
め
ま
す

若
者
世
代
の
定
住
を
重
点
的
に
進
め
ま
す
！！

朝
来
市
に
定
住
促
進
課
が
発
足

定住促進課長 宮崎
み や ざ き

隆史
た か し

市
は
、定
住
促
進
課
を
設
置
し
、「
ほ
ど
よ
い
快
適
さ
」を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、

次
世
代
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
展
開
し
ま
す
。

半
ま
で
に
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
で
約
７
割
ま
で
回
復
し
ま

す
が
、こ
れ
か
ら
先
の
将
来
、朝
来
市
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、定
住
人
口
の
維
持
は
重
要
な
課
題
の

ひ
と
つ
で
す
。

こ
の
４
月
か
ら
施
行
し
て
い
る「
第
２
次
朝
来
市

総
合
計
画
」の
な
か
で
、

世
紀
中
ご
ろ
を
見
据
え
、

２１

人
口
減
少
傾
向
を
お
さ
え
て
い
く
こ
と
を
最
重
要
課

題
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
市
行
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
対
策

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、よ
り
総
合
的
な
窓
口

を
設
置
し
、若
者
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
定
住

施
策
を
重
点
的
に
進
め
よ
う
と
す
る
の
が「
定
住
促

進
課
」で
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
朝
来
市
が
消
え
る
？

平
成

（
２
０
０
８
）年
に
兵
庫
県
が
公
表
し
た

２０

朝
来
市
の
将
来
推
計
人
口
は
、平
成

（
２
０
５
５
）

６７

年
に
１
万
９
千
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。別
の
推
計
結

果
で
も
、平
成

（
２
０
４
０
）年
に
は
、朝
来
市
で
の

５２

～

歳
代
の
女
性
の
数
が
半
減
し
、自
治
体
と
し

２０

３０

て
の
維
持
が
困
難
と
な
る「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」

に
朝
来
市
が
該
当
す
る
と
の
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

朝
来
市
の
人
口
の
推
移
で
は
、高
校
卒
業
を
期
に

朝
来
市
を
離
れ
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
そ
の
年
代
の
人

口
が
約
６
割
ま
で
減
少
し
ま
す
。そ
の
後
、

歳
代
前

３０
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依田
よりた

圭司さん（安井区）
けいじ

昨年４月から妻の真由美さん、愛犬のクーちゃんと

ともに暮らす

友人の知り合いが同じ安井区で農業をしており、

その縁で朝来市に住むことになりました。現在、空き

家となっていた民家と、１町歩（約１㌶）ほどの水田

を借り無農薬農業を営むほか、冬は市内の酒造会

社で蔵人として働いています。

朝来市は、冬は思ったほど寒くなく、雪もそんなに

多く降らない過ごしやすい気候で、地方でありながら

交通の便もよいです。また、地域の人たちからも気

軽に話しかけてもらえるなど、楽しく過ごしています。

この地で人と人とのつながりを大切にしながら暮

らしていきたいと思っています。

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

定
住
促
進
課
☎（
６
７
２
）１
４
９
２

豊
岡
市
、養
父
市
を
は
じ
め
、姫
路
市
、
丹
波
市
、

福
知
山
市
な
ど
も
十
分
な
生
活
圏
域
で
あ
り
、実
際

に
そ
れ
ら
の
地
域
に
通
勤
し
て
い
る
皆
さ
ん
も
多
く

お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
実
態
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
調

査
分
析
し
、通
勤
圏
や
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
る
こ

と
に
よ
っ
て
、定
住
人
口
の
確
保
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、こ
れ
ま
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
も

と
に
交
通
網
の
利
便
性
・
通
勤
圏
拡
大
へ
の
布
石
と

し
て
、こ
の
秋
に
は
平
日
限
定
で
す
が
、Ｊ
Ｒ
播
但
線

の
新
野
駅（
神
河
町
）か
ら
市
内
各
駅
へ
走
る
バ
ス
を

夜
間
に
運
行
し
、利
用
状
況
を
確
認
す
る
社
会
実
験

を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

（
空
き
家
バ
ン
ク
）

朝
来
市
内
で
は
増
加
す
る
空
き
家
の
解
消
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、空
き
家
バ
ン
ク
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

朝
来
市
へ
の
定
住
を
希
望
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
安

価
で
住
む
場
所
を
提
供
で
き
る
、自
分
の
家
が
持
て

る
と
い
う
ほ
か
に
も
、
空
き
家
の
管
理
で
困
っ
て
い
る

人
に
は
有
効
な
活
用
方
法
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
に

と
っ
て
は
若
者
世
代
の
人
た
ち
が
定
住
す
る
こ
と
で

集
落
の
維
持
や
地
域
福
祉
に
も
つ
な
が
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
は
、人
口
減
少
が
進
み
、
空
き
家
の
増
加
が

目
立
つ
生
野
地
域
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、今
後
は

市
内
全
域
で
の
取
り
組
み
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

若
い
世
代
を
は
じ
め

多
く
の
人
に

朝
来
市
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

朝
来
市
に
は
さ
ま
ざ
ま
な「
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
」

が
あ
り
ま
す
。

「
美
し
い
自
然
」「
世
界
に
も
誇
れ
る
歴
史
と
文

化
」「
ほ
ど
よ
い
田
舎
」「
ほ
ど
よ
い
便
利
さ
、快
適
さ
」

「
安
価
な
保
育
料
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
で
比
較
し

て
も
充
実
し
た
子
育
て
施
策
」「
レ
ジ
ャ
ー
が
楽
し
め

る
海
や
山
も
近
い
」な
ど
。

こ
れ
ら
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と

い
っ
た
媒
体
で
発
信
す
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

を
通
じ
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
と
と
も
に
、朝
来
市

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
若
者
世
代
の
総
合
窓

口
と
し
て
の
機
能
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、他
部
署
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

構
築
や
ふ
る
さ
と
愛
の
醸
成
、生
涯
現
役
の
場
お
こ
し

な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
で
進
め
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に
、都
会

で
暮
ら
す
家
族
や
知
り
合
い
の
人
た
ち
へ
向
け
、
ぜ

ひ「
朝
来
市
で
暮
ら
す
」こ
と
に
つ
い
て
話
題
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
か
？

若
者
世
代
の
人
口
が
１
人
増
え
る
と
、そ
の
後
の

婚
姻
・
出
生
な
ど
に
よ
る
人
口
の
自
然
増
に
も
反
映

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、市
で
は
人
口
政
策
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
若
者
世
代
に
置
き
、Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
等
を
促
進

し
て
い
き
ま
す
。

主
な
も
の
と
し
て
、「
総
合
窓
口
の
設
置
」「
若
者
世

帯
へ
の
住
宅
支
援
」「
い
な
か
暮
ら
し
、多
自
然
居
住

の
支
援
」「
通
勤
圏
の
拡
大
」「
空
き
家
活
用
に
よ
る
定

住
の
促
進
」な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
？

（
通
勤
圏
の
拡
大
へ
向
け
て
）

朝
来
市
は
、都
市
部
と
比
較
す
る
と
公
共
交
通
機
関

の
利
便
性
は
低
い
で
す
が
、「
交
通
の
要
衝
」と
言
わ
れ

て
き
た
よ
う
に
但
馬
・
播
磨
・
丹
波
の
各
地
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
意
外
と
便
利
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
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但但馬・食文化まつ但馬・食文化まつりり

壱
岐
市
か
ら
提
供
を
受
け
た
マ
グ
ロ
の
売
上

げ（

万
２
千
５
百
円
）は
、朝
来
市
と
交
流

１９

の
あ
る
宮
城
県
山
元
町
へ
、壱
岐
市
と
連
名
で

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
へ
の
寄
付
金
と

し
て
贈
り
ま
し
た
。

※
写
真
…
山
元
町
の
齋
藤
俊
夫
町
長（
右
）へ

さ

い

と

う

と

し

お

寄
付
金
を
手
渡
す
多た

次じ

勝
昭
市
長（
左
）

か

つ

あ

き

（
４
月

日
・
山
元
町
役
場
）

３０

４４月２６・２７日の両日、和田山中央文化公園で「但馬・食文化まつり２０１４」が行４月２６・２７日の両日、和田山中央文化公園で「但馬・食文化まつり２０１４」が行わわ

れました。今回は、但馬・理想の都の祭典から２０年を迎えることから、県が主催すれました。今回は、但馬・理想の都の祭典から２０年を迎えることから、県が主催するる

「～出会い・感動～夢但馬２０１４」のオープニングイベントとして開かれたことから、「～出会い・感動～夢但馬２０１４」のオープニングイベントとして開かれたことから、例例

年と異なり春の開催となりましたが、２日間で３万人を超える人出でにぎわいました年と異なり春の開催となりましたが、２日間で３万人を超える人出でにぎわいました。。

フォークデュオ国道９

号線による、「夢但馬

２０１４」公式テーマソン

グ『ゆめそんぐ』のライ

ブ。（２７日）

今年も長崎県壱岐市

で水揚げされた、重さ

約１００㌔ のマグロが登

場。解体ショーが行われ、

マグロステーキにして来

場者に販売、人気を集

めました。（２７日）

ニ
ホ
ン
ジ
カ
有
効
活
用
研
究
会
に
よ
る
鹿
肉
や
そ
の

加
工
品
の
試
食
な
ど
、但
馬
な
ら
で
は
の
、ユ
ニ
ー
ク

な
食
材
も
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。（

・

日
）

２６

２７

朝
来
市
商
工
会
青
年
部
が
、
デ
ザ
イ
ン
・
愛
称
を

募
集
し
た
、
竹
田
城
跡
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
た
け
じ
ぃ
」の
着
ぐ
る
み
が
作
ら
れ
、皆
さ
ん
の
前

に
初
お
目
見
え
と
な
り
ま
し
た
。（

日
）

２６

【
写
真
…
中
央
が「
た
け
じ
ぃ
」
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ち
ゃ
す
り
ん
」（
左
）と
と
も
に
】

ス
テ
ー
ジ
で
は
、市
内
外
か
ら
参
加
し
た
多
く

の
団
体
が
熱
演
を
披
露
し
ま
し
た
。（

日
）

２７

「夢但馬２０１４」の開幕を記念して、ジュピターホールでは

佐
さ

渡
ど

裕さん指揮によるコンサートが行われました。（２６日）
ゆたか



６５歳以上の人（第1号被保険者）の介護保険料は、本人と世帯の市民税の課税状況や本人の前年の

所得、年金収入等に応じて、下表のとおり段階的に決められています。

前年の所得が６月に確定しますので、６月中旬に平成２６年度介護保険料決定通知書をお送りします。

平成２６年度介護保険料決定通知書を送付します（６月中旬）

６５歳以上の皆さまへ

年額

保険料額

月額

保険料額

基準額に

対する割合
対象となる人

所得

段階

２９,５２０円２,４６０円０.５０
●生活保護を受けている人
●老齢福祉年金を受けている人で
世帯全員が市民税非課税の人

第
１
段
階

２９,５２０円２,４６０円０.５０

世帯全員が市民税非課税で
前年の課税対象となる年金収
入額＋合計所得金額が８０万
円以下の人

第
２
段
階

４１,３２８円３,４４４円０.７０

世帯全員が市民税非課税で
前年の課税対象となる年金収
入額＋合計所得金額が８０万
円を超え１２０万円以下の人

第
３
段
階

４４,２８０円３,６９０円０.７５

世帯全員が市民税非課税で
前年の課税対象となる年金収
入額＋合計所得金額が１２０万
円を超える人

５１,６６０円４,３０５円０.８７５

本人が市民税非課税で 同じ
世帯に市民税課税者がいる人
のうち 前年の課税対象とな
る年金収入額＋合計所得金額
が８０万円以下の人

第
４
段
階

５９,０４０円４,９２０円１.００

本人が市民税非課税で 同じ
世帯に市民税課税者がいる人
のうち 前年の課税対象とな
る年金収入額＋合計所得金額
が８０万円を超える人

７３,８００円６,１５０円１.２５
本人が市民税課税で 合計所
得金額が１９０万円未満の人

第
５
段
階

８８,５６０円７,３８０円１.５０
本人が市民税課税で 合計所
得金額が１９０万円以上４００万
円未満の人

第
６
段
階

１０３,３２０円８,６１０円１.７５
本人が市民税課税で 合計所
得金額が４００万円以上の人

第
７
段
階

平成２６年度

２月１２月１０月８月６月４月

本徴収前年度２月と同額（仮徴収）

（例）第４段階 年額５１,６６０円の場合（平準化ありの時）

８,８００円８,８００円９,０６０円
８,８００円
（平準化）

８,１００円８,１００円

平成２６年度

２月１２月１０月８月６月４月

本徴収
前年度最終期と
同額（仮徴収）

（例）第４段階 年額５１,６６０円の場合

８,４００円８,４００円８,４００円８,４００円８,５６０円９,５００円

朝来市の介護サービス総費用

＝ のうち第１号被保険者負担分÷１２か月

朝来市の第１号被保険者数

※４０歳以上６５歳未満の人（第２号被保険者）の介護保

険料は、ご加入の医療保険の保険料と併せて医療保険者

を通じて納めていただいています。

◆特別徴収（年金からの天引きによる納付）の人

前年度から継続して特別徴収で保険料を納めている

人は、通常、前年度２月の金額と同額を４・６・８月に仮

徴収します。所得等が確定後の１０・１２・２月は年額から仮

徴収額を差し引いた金額を振り分けて決定します。

ただし、１０月以降の保険料が極端に増減しないように、

８月分の仮徴収額から金額を変更して調整（平準化）さ

せていただく場合がありますので通知書をご確認くだ

さい。

（例）

＊年額５１,６６０円から仮徴収額（４月・６月分）を差し引き、

残りの納期（４回）で等分し、１００円未満の端数を１０月分

に加えています。

◆普通徴収（口座振替または納付書による納付）の人

（年金額が１８万円未満の人、年度途中で６５歳になった人など）

前年度最終期の金額と同額（または同額から１００円未

満の端数を除いた金額）または前年度所得段階の月額の

２か月分を４月に納めていただき、６月に所得等確定後、

年額から仮徴収額を差し引いた金額を残りの納期に振

り分けて決定します。

（例）

＊年額５１,６６０円から仮徴収額（４月分）を差し引き、残

りの納期（５回）で等分し、１００円未満の端数を６月分

に加えています。

※普通徴収から特別徴収に年度途中で切り替わる場合

など計算方法が異なる場合があります。

※年度途中に所得の変更等で納付金額や納付方法に変

更がある場合は、その都度通知させていただきます。

その他ご不明な点はお問い合わせください

■問い合わせ先 高年福祉課☎６７２－６１２４

朝来市の介護保険料基準額表
（平成２４～２６年度）

保険料の決まり方

※基準額

（月 額）

平成２６年６月平成２６年６月号号5
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◇
先
生
た
ち
の
動
き
を
見
て
い
る
と
、
連
携
が
す

ご
く
取
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

◇
今
後
、ま
す
ま
す
保
護
者
等
の
要
望
が
複
雑

多
岐
化
す
る
と
思
う
が
、
職
員
の
健
康
面
に
も

配
慮
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
課
程

【
生
き
る
力
の
基
礎
を
身
に
付
け
る
指
導
】

◎
子
ど
も
同
士
の
関
わ
り
が
深
ま
る
よ
う
な
仲

間
づ
く
り
を
、体
験
の
中
で
深
め
る
。

◎
運
動
不
足
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
、園
庭
の
使
い

方
を
工
夫
し
て
健
康
な
体
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

◎
一
貫
性
の
あ
る
保
育
・
教
育
の
充
実
に
努
め
る
。

◇
年
齢
間
で
の
一
貫
性
が
感
じ
ら
れ
、継
続
し

た
教
育
・
保
育
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。

◇
各
年
齢
に
応
じ
た
成
長
が
、発
表
会
等
を
通

じ
て
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
た
。

◇
家
庭
で
出
来
な
い
経
験
も
た
く
さ
ん
さ
せ
て

も
ら
い
、子
ど
も
た
ち
も
喜
ん
で
参
加
し
て
い
る
。

◇
ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
等
、小
さ
い
時
か
ら
生
の
演

奏
を
聴
く
の
は
と
て
も
い
い
こ
と
だ
と
思
う
。

◇
季
節
に
応
じ
た
行
事
や
、体
験
活
動
が
な
さ

れ
、子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

【
遊
び
を
通
じ
て
の
総
合
的
な
指
導
】

◎
運
動
遊
び
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
に
工

夫
を
し
、体
力
の
向
上
を
図
る
。

◎
園
内
の
異
年
齢
交
流
の
推
進
を
図
る
。

◇
友
だ
ち
と
一
緒
に
、い
ろ
ん
な
運
動
に
挑
戦

す
る
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、参
観
日
な
ど
で

そ
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

保
育
活
動

【
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
の
展
開
】

◎
園
に
行
く
こ
と
が
楽
し
い
と
思
え
る
環
境
や

保
育
活
動
の
展
開
を
図
る
。

◎
お
互
い
が
認
め
合
え
る
仲
間
づ
く
り
を
推
進
。

◎
保
育
環
境
を
工
夫
し
、園
児
が
安
心
し
て
自

園
運
営

【
開
か
れ
た
園
づ
く
り
】

◎
園
だ
よ
り
、ク
ラ
ス
だ
よ
り
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
を
図
る
。

◎
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
実
施
す
る
。

◎
保
護
者
と
気
軽
に
相
談
等
で
き
る
関
係
づ
く

り
を
進
め
る
。

◎
親
の
役
割
・
親
子
の
ふ
れ
合
い
と
い
っ
た
よ
う

な
テ
ー
マ
を
持
っ
た
参
観
日
を
設
定
し
た
い
。

◇
情
報
提
供
も
積
極
的
に
行
わ
れ
、保
護
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
図
ら
れ
て
い
る
。

◇
価
値
観
の
多
様
化
の
な
か
、保
護
者
へ
の
対

応
も
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
。

◇
小
学
校
と
参
観
日
の
時
間
調
整
を
し
て
い
た

だ
き
、
参
観
し
や
す
か
っ
た
。

【
特
色
あ
る
教
育
活
動
】

◎
地
域
に
根
差
し
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を

創
意
工
夫
す
る
。

◎
幼
・
小
連
係
、
地
域
連
携
を
推
進
す
る
。

◎
地
域
や
保
護
者
等
の
意
見
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
園
行
事
の
内
容
等
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

◇
高
齢
者
と
の
交
流
や
、敬
老
会
・
地
区
文
化

祭
へ
の
参
加
は
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
る
。

◇
今
後
と
も
地
域
性
を
十
分
に
踏
ま
え
た
交

流
や
連
携
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

◇
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
親
し
む
な
ど
、環

境
を
生
か
し
た
保
育
・
教
育
を
進
め
て
欲
し
い
。

◇
保
護
者
の
負
担
軽
減
や
、育
児
支
援
に
つ
い

て
期
待
し
て
い
る
。

【
防
災
意
識
の
高
揚
】

◎
施
設
点
検
を
定
期
化
し
、職
員
の
安
全
意
識

の
向
上
を
図
る
。

◎
職
員
間
、関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
る
。

◇
安
全
教
育
の
徹
底
や
、今
ま
で
の
取
り
組
み

を
さ
ら
に
充
実
し
て
欲
し
い
。

◇
安
全
面
は
年
間
を
通
じ
て
気
を
つ
け
て
欲
し
い
。

【
職
員
の
資
質
能
力
・
意
識
の
向
上
】

◎
園
内
研
修
を
設
定
し
、職
員
間
の
共
通
理
解

と
資
質
の
向
上
に
計
画
的
に
努
め
る
。

◎
研
究
会
、研
修
等
を
積
極
的
に
実
践
で
き
る

場
と
、時
間
確
保
に
努
め
る
。

◎
職
員
間
の
報
告
・
連
絡
相
談
を
密
に
し
、情

報
の
共
有
化
を
図
る
。

◎
園
独
自
で
の
心
肺
蘇
生
法
や
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に
対
す
る
講
習
を
実
施
す
る
。

◇
子
ど
も
の
目
線
に
合
わ
せ
対
応
す
る
保
育
者

で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

己
発
揮
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
す
る
。

◇
生
き
生
き
と
明
る
く
、伸
び
伸
び
と
し
た
子

ど
も
た
ち
の
活
動
が
見
ら
れ
た
。

◇
支
援
が
必
要
な
子
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
が
、複
数
の
子
を
う
ま
く
見
て
お
ら
れ
る
。

◇
先
生
た
ち
が
愛
情
を
持
っ
て
子
ど
も
た
ち
に

関
わ
ら
れ
、成
長
を
伝
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

で
信
頼
し
て
い
る
。

◇
少
子
化
の
現
在
、家
庭
で
は
味
わ
い
に
く
い

縦
や
横
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
欲
し
い
。

◇
い
つ
も
花
が
飾
っ
て
あ
り
気
持
ち
が
よ
い
。

◇
躾
や
マ
ナ
ー
等
幼
稚
園
に
ま
か
せ
っ
き
り
の
保

し
つ
け

護
者
が
い
る
。も
っ
と
家
庭
や
地
域
で
、大
人
が

指
導
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◇
年
齢
に
応
じ
た
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確

立
や
、支
援
の
仕
方
を
家
庭
と
連
携
し
な
が
ら

進
め
て
い
っ
て
欲
し
い
。

【
身
近
な
環
境
に
親
し
み
、関
心
を
持
つ
行
動
】

◎
ヤ
マ
ビ
ル
や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
等
に
も
注
意
し
な

が
ら
、地
域
に
出
か
け
る
機
会
を
増
や
す
。

◎
季
節
や
自
然
の
不
思
議
さ
、命
の
大
切
さ
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
工
夫
す
る
。

◇
野
菜
や
米
が
バ
ケ
ツ
栽
培
さ
れ
て
い
る
。食
育

に
も
な
っ
て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
欲
し
い
。

◇
就
学
に
向
け
、５
歳
児
に
は
町
な
か
を
歩
く
経

験
を
多
く
さ
せ
、交
通
指
導
を
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、あ
い
さ
つ
等
を
通
じ
て
、地
域
に
元
気
を
与

え
て
欲
し
い
。

【
言
語
活
動
の
充
実
】

◎
話
す
・
聞
く
こ
と
を
大
切
に
、絵
本
や
紙
芝

居
な
ど
の
言
語
教
材
の
活
用
を
図
る
。

◇
言
葉
に
も
興
味
を
持
つ
時
期
な
の
で
、正
し
い

使
い
方
を
教
え
て
欲
し
い
。

市
教
育
委
員
会
は
、市
内
の
全
幼
稚
園（
７
こ
ど
も
園
、２
幼
稚
園
）の
幼
稚
園
評
価
を

ま
と
め
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、そ
の
な
か
か
ら
一
部
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
評
価
結
果
を
受
け
、職
員
研
修
、教
育
・
保
育
内
容
の
充
実
へ
向
け
た
取
り
組

み
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
こ
ど
も
育
成
課

☎（
６
７
７
）
２
１
１
３

平
成

年
度
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
評
価

２５

※
評
価
は
自
己
評
価
と
関
係
者
評
価
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

自
己
評
価
…
市
内
各
幼
稚
園
の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
総
合
的
に
分
析
し
た
も
の
。（
◎
印
）

関
係
者
評
価
…
幼
稚
園
評
議
員（
地
域
の
有
識
者
、保
護
者
会
代
表
な
ど
園
長
が
選
任
）に

よ
っ
て
、
幼
稚
園
（
こ
ど
も
園
）が
示
す
課
題
、そ
れ
に
対
す
る
改
善
策
を
評
価
し
た
も
の
。（
◇
印
）
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現
在
、私
た
ち
が
み
る
こ
と
の
で
き

る
生
野
の
歴
史
的
な
景
観
が
形
成

さ
れ
た
の
は
、言
う
ま
で
も
な
く
生
野

に
お
け
る
銀
鉱
の
発
見
が
端
緒
と

な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。伝
承
に
よ
れ

ば
大
同
２（
８
０
７
）年
に
銀
鉱
が

発
見
さ
れ
、開
坑
さ
れ
た
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、天
文

（
１
５
４

１１

２
）年
の
蛇
間
歩（
じ
ゃ
ま
ぶ
）に
お

け
る
銀
鉱
発
見
を
契
機
と
し
て
、さ

ら
に
石
見
銀
山
の
技
術
者
に
よ
っ
て

伝
え
ら
れ
た
鉱
山
技
術
の
導
入
に

よ
っ
て
本
格
的
な
銀
山
開
発
が
始
ま

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、織
田
・
豊
臣
政
権
下
、ま

た
そ
れ
に
続
く
徳
川
政
権
下
の
江

戸
時
代
に
お
い
て
も
、代
官
所
を
中

核
と
し
て
こ
れ
を
取
り
囲
む
よ
う
に

地
役
人
屋
敷
、掛
屋
、
寺
院
や
住
宅

地
な
ど
が
つ
く
ら
れ
、生
野
銀
山
町

が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。こ
の
よ

う
に
、生
野
の
ま
ち
は
、
生
野
銀
山
の

繁
栄
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、江
戸
時
代
の
銀
山
の
繁

栄
を
裏
付
け
る
史
料
と
し
て
、「
但
州

生
野
銀
山
絵
巻
」を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。紹
介
す
る
２
種
類
の
絵

図
は
、江
戸
期
の
生
野
の
様
子
を
描

い
て
い
ま
す
。絵
巻
物
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
内
容
は
、鉱
山
の
運
命
を
左

右
す
る
山
師
一
行
と
、雪
を
あ
り
あ

ま
る
ほ
ど
の
銀
に
見
立
て
て
投
げ
る

子
ど
も
た
ち
の
情
景
か
ら
始
ま
り
、

製
品
と
し
て
の
銀
が
大
坂
で
納
め
ら

れ
る
ま
で
の
流
れ
を
表
し
て
い
ま
す
。

実
は
こ
の
絵
巻
物
、生
野
町
内
に

お
い
て
複
数
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。今
回
紹
介
す
る
絵

市市市政政フラッシフラッシュュ

「「但州生野銀山絵「但州生野銀山絵巻巻（市指定文化財）（市指定文化財）」」
～近世生野の繁栄を裏付け～近世生野の繁栄を裏付けるる史料～史料～

【写真】発掘で見つかった製錬炉跡

第79回

市
が
、旧
与
布
土
小
学
校
の
校
舎
を

活
用
し
、高
齢
者
の
生
き
が
い
・
健
康
づ

く
り
の
拠
点
と
し
て
整
備
を
進
め
て
き
た

「
朝
来
市
高
齢
者
活
力
創
造
セ
ン
タ
ー
」

が
４
月

日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

２６

施
設
は
、平
成

年
３
月
の
山
東
地

２３

域
小
学
校
の
統
合
に
よ
っ
て
閉
校
と
な
っ

て
い
た
旧
与
布
土
小
学
校
の
校
舎
を
活

用
。新
庁
舎
の
周
辺
整
備
に
伴
っ
て
活

動
場
所
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
朝

来
市
健
康
福
祉
大
学
と
、こ
れ
ま
で
竹

田
に
あ
っ
た
建
物
や
駐
車
場
が
手
狭
と

な
っ
て
い
た
朝
来
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
入
り
、そ
れ
ぞ
れ
教
室
や
事
務

所
と
し
て
利
用
を
始
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、周
辺
住
民
同
士
の
交
流
を
目

的
と
し
た
活
動
な
ど
に
利
用
で
き
る
交

流
室
も
整
備
し
て
い
ま
す
。

齢
者
の
元
気
あ
ふ
れ
る
拠
点

与
布
土
に
高
齢
者
活
力
創
造
セ
ン
タ
ー

高高高市
は
兵
庫
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
但
馬

支
部
と
、５
月

日
、「
災
害
時
に
お
け

１２

る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
等
の
供
給
に
関
す
る
協

定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東

日
本
大
震
災
な
ど
で
、
ボ
ン
ベ
を
設
置

す
る
こ
と
で
容
易
に
利
用
で
き
る
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
が
被
災
地
で
の
支
援
に
役
立
っ
た

こ
と
か
ら
実
施
す
る
も
の
で
す
。協
定
で

は
、地
震
や
風
水
害
な
ど
で
大
規
模
な

被
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、市
か
ら
の

要
請
に
対
し
同
協
会
が
管
理
す
る
ガ
ス

器
具
や
ガ
ス
の
優
先
的
な
供
給
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

式
で
は
、同
協
会
の
三
輪
正
彦
支
部

み

わ

ま

さ

ひ

こ

長
と
、多た

次じ

勝
昭
市
長
が
そ
れ
ぞ
れ
協

か

つ

あ

き

定
書
に
押
印
し
、協
定
が
締
結
さ
れ
ま

し
た
。

協定の締結を終え握手する多次市長（左）と三輪支部長（右）

規
模
災
害
時
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
優
先
供
給
に
つ
い
て
協
定
を
締
結

大大大

旧与布土小学校の校舎を活用

広報朝朝朝来来来 8
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図
は
江
戸
期
に
描
か
れ
た
も
の
と
、

昭
和

（
１
９
３
９
）年
に
模
写
さ

１４

れ
た
も
の
。そ
れ
ぞ
れ
の
絵
図
を
み
る

と
人
物
描
写
や
色
使
い
、説
明
文
の

有
無
な
ど
に
微
妙
な
違
い
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
以
外
に
も
、保
存
の
た
め
に

絵
図
を
貼
り
あ
わ
せ
た
と
き
の「
貼

り
間
違
い
」が
あ
る
た
め
に
、と
こ
ろ

ど
こ
ろ
で
違
う
場
面
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
も
…
。し
か
し
、生
野
で
行
っ

て
き
た
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ

れ
た
様
々
な
遺
跡
の
確
認
は
、こ
の

絵
図
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
当
時
の

生
活
の
様
子
が
確
か
な
史
実
で
あ
る

こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
も
の
で
も
あ
り

ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
絵
図
は
、朝
来

市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
企
画
展

と
し
て
、８
月

日

ま
で
開
催
し

１７

（日）

て
い
る「
き
ら
め
く
金
銀
の
も
の
が
た

り
～
旧
朝
来
町
・
生
野
町
の
考
古

学
～
」で
比
較
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

朝
来
市
の
大
き
な
歴
史
遺
産
で

あ
る「
生
野
銀
山
」。江
戸
期
に
最
盛

期
を
迎
え
、そ
の
景
観
が
今
も
引
き

継
が
れ
て
い
る
私
た
ち
の
大
切
な
宝

物
。そ
し
て
こ
の
絵
図
は
当
時
の
生

活
の
様
子
を
知
る
う
え
で
重
要
な
史

料
で
す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
と
も
本
物

を
見
て
い
た
だ
き
、身
近
に
あ
る
地

域
の
歴
史
を
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。

（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

※
展
示
し
て
い
る
絵
図
の
場
面
は
、

会
期
中
随
時
変
更
し
て
公
開
す
る

予
定
で
す
。

育
委
員
を
任
命

委
員
長
決
ま
る

朝
来
市
教
育
委
員
会

教教教
岐
で
但
馬
の
歴
史
を
紹
介
す
る
特
別
企
画
展

壱壱壱

【絵図】但州生野銀山絵巻（昭和１４年複写）

【絵図】但州生野銀山絵巻

宣誓する新入団員代表

朝
来
市
と
長
崎
県
壱い

岐
市
の
間
で
、

き

２
月

日
に
締
結
し
た「
歴
史
・
教
育
・

２８

経
済
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
言
」の
締
結

を
記
念
し
、６
月

日
ま
で
壱
岐
市
立

１５

一
支
国
博
物
館
で「
特
別
企
画
展
陸
の

い

き

こ

く

要
衝
但
馬
地
方
の
歴
史
展
」が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

両
市
は
、江
戸
時
代
中
期
に
壱
岐
へ

配
さ
れ
た
小
山
弥
兵
衛
と
、そ
の
孫
娘
で

こ

や

ま

や

へ

え

尼
僧
に
な
り
弥
兵
衛
を
訪
ね
た
心
諒
尼

し
ん
り
ょ
う
に

と
の
史
実
を
縁
に
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

会
場
内
で
は
、朝
来
市
の
茶
す
り
山

古
墳
、城
ノ
山
古
墳
や
、豊
岡
市
日
高

町
の
但
馬
国
分
寺
跡
な
ど
か
ら
の
出
土

物

点
あ
ま
り
が
、壱
岐
と
の
同
時
代
の

７０

歴
史
を
比
較
し
な
が
ら
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。※
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
同
展
の

図
録
を
販
売
中
で
す
。（
７
０
０
円
）

４月１８日に行われたオープニングの様子（壱岐市提供）

３
月

日
の
第
４
回
市
議
会
定
例
会

２８

で
の
任
命
同
意
を
受
け
、青
田
勉
氏（
八

あ
お
た
つ
と
む

代
区
）が
新
た
な
教
育
委
員
に
５
月

日
２４

付
で
任
命
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、５
月

日
２６

に
行
わ
れ
た
教
育
委
員
会
臨
時
会
で
、

藤
井
義
正
氏（
桑
原
区
）が
引
き
続
き
委

ふ

じ

い

よ

し

ま

さ

員
長
に
、松
本
み
ゆ
き
氏（
生
野
２
区
）が

ま
つ
も
と

委
員
長
職
務
代
行
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
の
構
成（
敬
称
略
）

職

名

委
員
長

委
員
長
職
務
代
行
者

委

員

委

員

教
育
長

氏

名

藤
井
義
正

松
本
み
ゆ
き

照
山
智
浩

青
田

勉

垣
尾
幸
博

任

期

平
成

年
６
月
６
日
ま
で

２７

平
成

年
５
月

日
ま
で

２８

２３

平
成

年
５
月

日
ま
で

２９

２３

平
成

年
５
月

日
ま
で

３０

２３

平
成

年
５
月

日
ま
で

２９

３１

青 田 勉 さん
（八代区）

委員長職務代行者

松本みゆきさん
（生野２区）

委員長

藤 井 義 正さん
（桑原区）
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５
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
の
期
間
、

生
野
ま
ち
づ
く
り
工
房
井
筒
屋
と
口

銀
谷
地
域
を
会
場
に「
銀
谷
の
わ
ら
べ
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、銀
山
町
を
散
策
し
な

が
ら
端
午
の
節
句
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、井
筒
屋
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

回
目
と
な
る
今

１１

年
も
、井
筒
屋
で
は
江
戸
末
期
か
ら
明

治
に
か
け
て
の
古
い
武
者
飾
り
な
ど
が

展
示
さ
れ
た
ほ
か
、口
銀
谷
地
域
を
中

心
に
民
家
や
観
光
施
設
な
ど
約

軒
４０

に
五
月
人
形
な
ど
が
飾
ら
れ
、訪
れ
た

人
た
ち
は
地
図
を
片
手
に
訪
ね
歩
い
て

い
ま
し
た
。

銀銀
山
町
で
楽
し
む
端
午
の
節
句
「
銀
谷
の
わ
ら
べ

銀
山
町
で
楽
し
む
端
午
の
節
句
「
銀
谷
の
わ
ら
べ
」」

白白
井
大
町
藤
公
園
で
藤
ま
つ

白
井
大
町
藤
公
園
で
藤
ま
つ
りり

５
月
１
日
か
ら

日
ま
で
、白
井

１８

大
町
藤
公
園
で「
藤
ま
つ
り
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
連
休
後
半
か
ら
藤
の
花
が

見
ご
ろ
と
な
り
ま
し
た
が
、
期
間
を
通

じ
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

ま
た
、同
公
園
で
の
藤
ま
つ
り
の
開

催
が
今
年
で

回
目
を
迎
え
た
こ
と

１５

か
ら
、５
月
５
日
と
６
日
の
２
日
間
に

わ
た
り

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開

１５

か
れ
、
記
念
品
の
贈
呈
や
も
ち
ま
き
な

ど
の
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ほ
か
、

５
日
に
は
ラ
ジ
オ
の
生
中
継
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
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４
月

日
か
ら
５
月
１
日
に
か
け
、

２１

ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

市
の
マ
ウ
ン
ト
テ
ー
バ
ー
中
学
校
の
修

学
旅
行
団

人
が
、山
東
・
生
野
地
域

５２

を
訪
問
し
ま
し
た
。

回
目
と
な
る
今
回
も
、生
徒
た
ち

１７
は
山
東
地
域
内
で
の
グ
ル
ー
プ
学
習

や
、小
・
中
学
校
の
訪
問
、ホ
ー
ム
ス
テ

イ
な
ど
を
通
じ
日
本
文
化
に
触
れ
ま

し
た
。

４
月

日
に
は
梁
瀬
中
学
校
を
訪

２８

れ
、授
業
と
集
会
に
参
加
。国
語
や
数

学
、英
語
な
ど
の
授
業
に
の
ぞ
ん
だ
ほ

か
、マ
ウ
ン
ト
テ
ー
バ
ー
中
学
校
の
生
徒

た
ち
が
日
本
文
化
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

考
え
た
テ
ー
マ
を
梁
瀬
中
学
校
の
生
徒

た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、日
本
の
安
全

性
、ア
メ
リ
カ
と
の
親
の
厳
し
さ
の
違
い
、

宿
題
や
好
き
な
本
、と
い
っ
た
内
容
に
つ

い
て
聞
き
と
っ
て
い
ま
し
た
。

交交
流
を
深
め
ま
し
た

ア
メ
リ
カ
の
中
学
生
が
朝
来
市
を
訪

交
流
を
深
め
ま
し
た

ア
メ
リ
カ
の
中
学
生
が
朝
来
市
を
訪
問問

座禅体験（寺内・光福寺）

授業に参加（梁瀬中学校）

一
方
、５
月
９
日
か
ら

日
ま
で
の

１８

期
間
、ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン
州
ニ
ュ
ー

バ
ー
グ
市
の
シ
ャ
ヘ
イ
ラ
ム
バ
レ
ー
中

学
校
か
ら
の
第

次
ジ
ュ
ニ
ア
使
節
団

２３

人
が
、朝
来
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

１６
一
行
は
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し

な
が
ら
、和
田
山
中
学
校
・
枚
田
小
学

校
で
の
授
業
や
交
流
会
へ
参
加
し
、交

流
を
深
め
た
ほ
か
、竹
田
城
跡
や
生

野
銀
山
、神
子
畑
の
ム
ー
セ
旧
居
な
ど

の
見
学
も
行
い
ま
し
た
。

滞
在
中
の
５
月

日
に
は
寺
内
の

１５

光
福
寺
で
座
禅
を
体
験
。住
職
か
ら

座
禅
の
心
得
な
ど
を
教
わ
り
、慣
れ

な
い
姿
勢
に
苦
労
し
な
が
ら
も
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。ま
た
、琴

と
尺
八
の
演
奏
も
披
露
さ
れ
、優
雅

な
音
色
に
耳
を
傾
け
た
ほ
か
、手
ほ

ど
き
を
受
け
な
が
ら
演
奏
に
も
挑
戦

し
ま
し
た
。

多くの人出でにぎわいました（５月５日）

井筒屋に展示された武者飾り
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ど
、竹
田
城
跡
の
観
光
客
数
は
昨
年
を

上
回
る
伸
び
を
見
せ
て
い
ま
す
。

４
月

日
か
ら
５
月
６
日
に
か
け

２６

て
の
大
型
連
休
期
間
中
、竹
田
城
跡
に

は
昨
年
同
時
期
の
約
２
万
６
千
７
０

０
人
を
大
き
く
上
回
る
約
４
万
５
千

６
０
０
人
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

特
に
連
休
後
半
の
５
月
４
日
に
は
、

こ
れ
ま
で
最
高
の
９
千
１
５
２
人
が
訪

れ
、今
年
度
は
じ
め
て
設
置
し
た
山
東

工
業
団
地
の
臨
時
駐
車
場
も
含
め
、す

べ
て
の
駐
車
場
が
満
車
と
な
る
混
雑
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、

市
が
運
用
を
開
始
し
た
観
光
バ
ス
予

約
シ
ス
テ
ム
で
は
、す
で
に
雲
海
シ
ー
ズ

ン
を
中
心
に
多
く
の
予
約
を
受
け
る
な

竹竹
田
城
跡
今
年
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま

竹
田
城
跡
今
年
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
すす

昨
年
度
に
続
き
、山
東
支
所
高
齢

者
生
き
が
い
創
造
事
業「
み
ど
り
の

笑
楽
校
」が
開
校
し
ま
し
た
。

し

ょ

う

が

っ

こ

う

こ
れ
は
、
山
東
地
域
の
高
齢
者
の
皆

さ
ん
が《
み
ど
り
》若
々
し
く
、《
笑
》笑

顔
で
、《
楽
》楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
も
の
。

５
月

日
、山
東
支
所
で
行
わ
れ
た
開

２１

校
式
で
は
、多
次
勝
昭
市
長
か
ら
市
政

た

じ

か

つ

あ

き

の
説
明
に
続
い
て「
こ
の
学
校
で
楽
し
く

学
び
、心
か
ら
若
返
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
後
、脳
を
活
性
化
す
る
記
憶
力

テ
ス
ト
を
行
い
、参
加
し
た

人
の
生

４２

徒
の
皆
さ
ん
は
、
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
も
、

笑
い
、楽
し
み
な
が
ら
授
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

今今
年
も
開
校
！
「
み
ど
り
の
笑
楽
校

今
年
も
開
校
！
「
み
ど
り
の
笑
楽
校
」」

５
月
７
日
、県
立
南
但
馬
自
然
学

校
で「
竹
田
城
跡
見
晴
台
」と「
展
望

み

は

ら

し

だ

い

枠
」が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、同
校
の
開
校

周
年
を
記

２０

念
し
、城
跡
を
見
通
せ
る
場
所
の
木
々

を
伐
採
、石
垣
を
築
く
な
ど
整
備
が
行

わ
れ
て
い
た
も
の
。間
伐
材
を
用
い
た
展

望
枠
は
、高
さ
・
幅
そ
れ
ぞ
れ
２

㍍

弱

で
、額
縁
を
通
す
よ
う
に
城
跡
が
見
ら

れ
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、関
係

者
の
ほ
か
自
然
学
校
の
利
用
で
訪
れ
て

い
た
川
西
市
立
緑
台
小
学
校
の
５
年

生

人
も
参
加
。目
の
前
に
広
が
る
雄

６３
大
な
眺
め
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

４
月

日
、Ｊ
Ｒ
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列

２６

車「
天
空
の
城

竹
田
城
跡
」号
の
運
転

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

車
両
に
は
、雲
海
や
桜
、紅
葉
な
ど

四
季
の
竹
田
城
跡
の
写
真
が
大
き
く

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
神
戸
・
姫
路
方
面
か
ら

の
特
急「
は
ま
か
ぜ
」に
加
え
、和
田
山

駅
で
大
阪
・
京
都
方
面
か
ら
の
朝
一
番

の
特
急
と
接
続
す
る
こ
と
で
、公
共
交

通
機
関
に
よ
る
竹
田
城
跡
へ
の
来
訪
が

よ
り
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

列
車
は
和
田
山
駅
午
前

時

分

１０

２６

発
、竹
田
駅

分
着
で
、大
型
連
休
中

３３

は
毎
日
運
転
さ
れ
た
ほ
か
、９
月
末
ま

で
の
土
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
に
運
行
さ

れ
る
予
定
で
す
。

「「
天
空
の
城
竹
田
城
跡
号
」ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
で
運

「
天
空
の
城
竹
田
城
跡
号
」ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
で
運
行行

南南
但
馬
自
然
学
校
に「
竹
田
城
跡
見
晴
台
」が
完

南
但
馬
自
然
学
校
に「
竹
田
城
跡
見
晴
台
」が
完
成成

運転開始を記念しＪＲ和田山駅で行われた式典

見晴台から竹田城跡をのぞむ

観光客が多くつめかけた竹田城跡（５月３日）

楽しい雰囲気のなかでの「授業」

平成２６年６月平成２６年６月号号11
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現
在
、児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
る
人
に「
児
童
手

当
現
況
届
」を
送
付
し
ま
す
。

６
月
末
ま
で
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、市
役
所
西

館
市
民
課
ま
た
は
各
支
所

地
域
振
興
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
は
、児
童
手

当
法
上
、児
童
手
当
を
受

け
て
い
る
人
全
員
に
提
出
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、６

月
１
日
現
在
で
の
養
育
状

況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。提
出
が
な
い
と
、

６
月
以
降
の
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
６
月
か
ら
新
た
に
児
童

手
当
を
受
給
す
る
人
は
、

現
況
届
の
提
出
は
不
要
で

す
。

▽
提
出
書
類

◎
受
給
者
の
健
康
保
険
被

保
険
者
証（
写
）

◎
前
住
所
地
の
市
区
町
村

が
発
行
す
る
平
成

年
分

２５

の
所
得
証
明
書（
平
成
２６

年
１
月
１
日
に
朝
来
市
に

住
所
が
な
か
っ
た
場
合
の
み
）

※
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て

提
出
書
類
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
０

市
は
、神
戸
大
学
と
の
連

携
事
業
の
一
環
と
し
て「
地

域
歴
史
資
料
活
用
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。市
内
に
残

る
貴
重
な
歴
史
資
料
に
触

れ
な
が
ら
保
存
活
用
に
取

り
組
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

６
月

日

、

２１

（土）

午
後
１
時

分
～
３
時

３０

３０

分▽
会
場

生
野
マ
イ
ン
ホ
ー

ル
２
階
研
修
室

▽
内
容

歴
史
資
料
の
活

用
を
学
び
、整
理
作
業
な
ど

の
体
験
を
実
施
し
ま
す
。

【
第
１
部
】
神
戸
大
学
地

域
連
携
セ
ン
タ
ー
講
師
に

よ
る
、古
文
書
や
歴
史
資

料
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
紹
介
。

【
第
２
部
】
実
際
に
近
世

文
書
に
触
れ
、資
料
や
テ
キ

ス
ト
を
使
い
整
理
作
業
を

行
い
ま
す
。

▽
対
象

古
文
書
な
ど
歴

史
資
料
に
興
味
の
あ
る
人

（
初
心
者
も
大
歓
迎
）

▽
申
込
み

各
公
民
館
、

地
域
振
興
課
、図
書
館
に

設
置
の
案
内
チ
ラ
シ
に
記

入
の
う
え
６
月

日

ま

１７

（火）

で
に

▽
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

☎（
６
７
７
）２
１
１
６

但
馬
舞
踊
協
会
は
、
第

７
回
但
馬
舞
踊
発
表
会
を

開
催
し
ま
す
。

伝
統
芸
能
日
本
舞
踊
が

但
馬
の
祭
典
と
と
も
に
は
ば

た
き
ま
す
。小
中
高
校
生
の

皆
さ
ん
な
ど
へ
の
、文
化
の
継

承
も
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時

７
月

日

、

１２

（土）

午
前

時
～
午
後
５
時

１１

（
予
定
）

▽
会
場

豊
岡
市
民
会
館

（
豊
岡
市
立
野
町
）

▽
内
容

会
員
の
皆
さ
ん

に
よ
る
日
本
舞
踊
の
披
露

▽
入
場
料

無
料（
要
整

理
券
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

水
田
栄
子（
花
柳
帆
風
）さ
ん

☎（
６
７
２
）１
２
８
２

市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

※お知らせページに掲載する広告を募集しています。詳しくは秘書広報課（☎６７２－６１１３）へ。

情情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
A
s
a
g
o
L
ife

暮らしのお知らせ

お
知
ら

お
知
ら
せせ

兵庫県ハザードマップ http://www.hazardmap.pref.hyogo.jp/

６月は「土砂災害防止月間」です
これからの時期、大雨などで土砂災害の危険が増えます。土砂災害から

身を守るには日ごろからの備えと早めの避難が大切です。この機会に、危
険な場所を確認したり、避難場所までの経路を歩いたりするなど、万が一
の事態に備えておきましょう。

児
童
手
当
の
現
況
届

地
域
歴
史
資
料
活
用
講
座

市は、６月から特定健診（基本健診）と、各種がん検診などを

同時に受診できる総合健診を実施します。

病気の早期発見・早期治療は、医療費を削減し国保税の引き

上げを防ぐことにつながります。自身の健康状態を確認し、生活

習慣改善等の健康づくりに取り組むことで、病気を予防し、より豊

かな生活を送るためにも、年に一度は健診を受診しましょう。

特定健診の受診には、保険証と受診券（加入している健康保

険が発行します）が必要です。

朝来市国民健康保険と後期高齢者医療制度の加入者は、特

定健診部分の料金は無料です。

社会保険、共済保険等の被扶養者の人は、ご加入の職場や

各保険におたずねください。

《健診を受診しましょ《健診を受診しましょうう》》

第第95第95回回 国国 のの保保 ひひ ろろ ばば

■問い合わせ先
健診について （地域医療・健康課☎６７２－５２６９）
国保・後期高齢者医療・人間ドックについて（市民課☎６７２－６１２０）

自衛官募集のお知ら自衛官募集のお知らせせ
■問い合わせ先

自衛隊兵庫地方協力本部豊岡出張所

☎０７９６－２２－３９７８

入隊時期試験日受付期間応募資格種目

採用予定通知書

でお知らせ
受付時にお知らせ

年間を通じて

受付１８歳以上
２７歳未満
の人

男
子

自衛官
候補生 平成２７年３月

下旬～４月上旬

９月２５日（木）～２９日

（月）のいずれか１日

８月１日（金）

～９月９日（火）

女
子

「ひょうちん」

自衛隊兵庫地方協力本部キャラクター

但馬・食文化まつり２０１４にて（４／２７日撮影）

自衛隊兵庫地方協力本部豊岡出張所コーナー

出
会
い
・
感
動
夢
但
馬
２
０
１
４

第
７
回
但
馬
舞
踊
協
会
発
表
会
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県
は
、高
齢
化
の
進
む
但

馬
地
域
で
の
介
護
予
防
を

推
進
す
る
た
め
、地
域
の
健

康
づ
く
り
を
担
う
リ
ー
ダ
ー

等
の
資
質
向
上
・
人
材
育

成
を
目
的
に
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時

７
月

日

・

１５

（火）

日

、各
午
後
１
時

２２

（火）

３０

分
～
４
時（
全
２
回
）

▽
会
場

但
馬
長
寿
の
郷

郷
ホ
ー
ル（
養
父
市
八
鹿

町
国
木
）

▽
対
象

民
生
委
員
、福

祉
委
員
、地
区
サ
ロ
ン
関
係

者
、地
域
で
介
護
予
防
に

関
心
の
あ
る
人（
２
日
と
も

受
講
で
き
る
人
）

▽
内
容

①
実
践
し
よ

う
！
介

護

予

防
、イ
ス
を

使
っ
て
行
な
う
運
動

②
学

ぼ
う
！
人
に
や
さ
し
い
介
護

技
術
、便
利
な
車
イ
ス
や
介

助
用
具
の
使
い
方
ほ
か

▽
受
講
料

５
０
０
円

▽
申
込
み

所
定
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
７
月
４
日

ま
で
に

（金）

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

但
馬
長
寿
の
郷

地
域
ケ
ア
課

☎（
６
６
２
）８
４
５
６

県
は
、若
者
の
こ
こ
ろ
の

相
談
を
行
い
ま
す
。費
用
は

無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。（
要
電
話
予
約
）

▽
日
時

７
月
９
日

、
（水）

午
後
１
時

分
～
３
時

３０

３０

分▽
会
場

朝
来
健
康
福
祉

事
務
所（
和
田
山
町
東
谷
）

▽
対
象

こ
こ
ろ
の
悩
み
を

抱
え
て
い
る
人
・
そ
の
家
族
、

地
域
・
学
校
・
職
場
な
ど
の

関
係
者
ほ
か

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

朝
来
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課

☎（
６
７
２
）０
５
５
５

中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
の
経
営
者
を
対
象
に
、個

人
保
証
な
し
で
金
融
機
関

か
ら
融
資
を
受
け
た
り
、事

業
が
破
綻
し
て
も
一
定
の

生
活
費
等
を
残
す
こ
と
が

で
き
る「
経
営
者
保
証
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き

金
融
機
関
と
の
相
談
を
希

望
す
る
場
合
は
、中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
近
畿
本

部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。相
談
と
と
も
に
必
要

に
応
じ
て
無
料
で
専
門
家

を
派
遣
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
近
畿
本
部

（独）☎
０
６（
６
２
６
４
）８
６
１
１

市
は
、「
地
域
人
づ
く
り

事
業
」の
実
施
企
業
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽
内
容
・
目
的

失
業
者

に
対
す
る
短
期
の
雇
用
・
就

業
機
会
の
提
供
等
に
よ
る
地

域
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
人
材
育

成
・
就
業
支
援
等

▽
応
募
方
法

募
集
要

項
・
応
募
様
式
等
を
、経
済

振
興
課
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
い
た
だ
き
、必
要

事
項
を
記
入
し
、提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細

を
掲
載
し
て
い
ま
す

▽
問
い
合
わ
せ
先

経
済
振
興
課

☎（
６
７
２
）２
８
１
６

k
e
iz
a
i@
c
ity
.a
sa
g
o
.

h
y
o
g
o
.jp

市
内
の
事
業
所
を
紹
介

し
、学
生
な
ど
に
就
職
活
動

の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
た「
朝
来
市

事
業
所
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」に

掲
載
す
る
事
業
所
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
要
件

次
の
４
つ
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
事
業
所

①
朝
来
市
内
に
本
店
（
本

社
）、支
店（
支
社
）、営
業

所
、工
場
等
を
設
置
し
て
い

る
こ
と（
風
俗
営
業
等
の
規

則
及
び
業
務
の
適
正
化
等

に
関
す
る
法
律
に
規
定
さ

れ
る
営
業
を
行
っ
て
い
る
事

業
所
、日
本
標
準
産
業
分

類
に
基
づ
く
政
治
・
経
済
・

文
化
団
体
、
宗
教
に
分
類

さ
れ
る
事
業
所
は
除
く
）

②
事
業
所
が
法
人
格
を
有

し
て
い
る
こ
と

③
現
在
、事
業
所
に
お
い
て

代
表
者
以
外
の
正
規
社
員

が
就
業
し
て
い
る
こ
と

④
過
去
３
年
間
、
正
規
社

員
を
雇
用
し
た
実
績
が
あ

り
、か
つ
、平
成

年
度
に

２７

正
規
社
員
雇
用
を
検
討
し

て
い
る
こ
と

▽
掲
載
料

無
料

▽
応
募

所
定
の
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

６
月

日

ま
で
に

２７

（金）

▽
配
布
先

南
但
馬
内
高

等
学
校
、大
学
、短
大
、専

門
学
校
等

▽
問
い
合
わ
せ
先

経
済
振
興
課

☎（
６
７
２
）２
８
１
６

k
e
iz
a
i@
c
ity
.a
sa
g
o
.

h
y
o
g
o
.jp

◎兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス ☎０１２０－９７９－４５１（６月のテーマ）【月曜】眼のかすみと白内障

税市 県 民 税 １期

納期 ６月３０日（月）まで

６月の税６月の税

経
営
者
保
証
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

■問い合わせ先 兵庫県但馬県民局豊岡県税事務所 ☎０７９６－２６－３６３１

ゴルフ場利用税は県や市町の貴重な財源です！

ゴルフ場利用税は、ゴルフ場の規模、利用料金等を基準として、１人１日３００円～１，２００

円となっています。ゴルフ場利用税の収入額の１０分の７は、ゴルフ場利用税交付金として

ゴルフ場が所在する市町に交付され、地域振興を図る重要な役割を果たしています。

募

集

募

集

す
こ
や
か
介
護
予
防
研
修
会

朝
来
市
事
業
所
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

掲
載
事
業
所

若
者
の
こ
こ
ろ
の
相
談

朝
来
市
緊
急
雇
用

「
地
域
人
づ
く
り
事
業
」実
施
企
業
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暮らしのお知らせ
市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

市
は
、次
の
市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
す
る
住
宅

条
件
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ

（注）て
い
る
家
賃（
月
額
）よ
り
も

高
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
受
付
期
間

６
月

日

～

日

１０

（火）

２０

（金）

▽
入
居
申
込
資
格

◎
市
町
村
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
人

◎
現
に
同
居
し
、ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ

る
人

◎
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

◎
そ
の
者
ま
た
は
現
に
同
居

親
族
が
暴
力
団
に
よ
る
不

当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
第
２
条
第
６
号

に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で

な
い
こ
と

◎
所
得
要
件
が
条
例
に
規
定

す
る
範
囲
を
超
え
て
い
な
い
人

※
申
込
資
格
の
詳
細
な
ど

は
、都
市
開
発
課
に
確
認
い

た
だ
く
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
開
発
課

☎（
６
７
２
）６
１
２
７

市
教
育
委
員
会
は
、朝
来

市
教
育
振
興
基
本
計
画
を

策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、広
く

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
意
見
を

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、公

募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格

市
内
在
住

の

歳
以
上
の
人

２０
▽
募
集
人
数

２
人（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
面
談
）

▽
任
期

平
成

年

月

２６

１１

末
ま
で
を
予
定（
※
期
間
中
、

平
日
日
中
に
４
回
程
度
会

議
を
行
う
予
定
で
す
）

▽
応
募

６
月

日

ま

２７

（金）

で
に

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課

☎（
６
７
７
）２
１
１
５

朝
倉
さ
ん
し
ょ
の
栽
培
技

術
を
学
ぶ
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▽
対
象

朝
倉
さ
ん
し
ょ

新
植
予
定
ま
た
は
新
植
か

ら
３
年
目
ま
で
の
人（
い
ず

れ
も

本
以
上
）

１０

▽
開
催
期
間

８
月
～
平

成

年
５
月（
全
７
回
）

２７
▽
募
集
定
員

人
程
度

３０

▽
募
集
期
間

６
月

日
１５

～

日

（
定
員
に
な
り

（日）

３０

（月）

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

朝
来
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

☎（
６
７
２
）６
８
８
６

日
本
遺
族
会
は
、先
の

大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た

戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、

旧
戦
域
を
訪
れ
慰
霊
追

悼
・
友
好
親
善
を
行
う「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
」の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
実
施
地
域

旧
満
州
、

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、旧
ソ
連
、マ
リ

ア
ナ
諸
島
、ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ

オ
諸
島
、
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー

半
島
、フ
ィ
リ
ピ
ン
ほ
か

▽
参
加
費
用

９
万
円

▽
問
い
合
わ
せ
先

日
本
遺
族
会
事
務
局

☎
０
３（
３
２
６
１
）５
５
２
１

朝
倉
さ
ん
し
ょ
の
学
校

朝
来
市
教
育
振
興
基
本
計
画

策
定
委
員
会
委
員

募

集

募

集

③②①

粟 鹿 住 宅新 井 住 宅猪野々団地（Ｃ）住宅の
名称

山東町早田朝来市新井生野町猪野々場所

３ＤＫ３ＤＫ３ＤＫ間取り

２１，９００円～
３２，６００円

１７，８００円～
２６，５００円

１９，４００円～
２８，９００円

家賃
（月額）

１戸１戸１戸募集戸数

市
営
住
宅
入
居
者

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業

■申込み・問い合わせ先 山東支所地域振興課 ☎６７６－２０８０

山東支所出会いサポート事業 第７回「ホットないで湯でお結びパーティー」
よふど温泉サポートクラブと山東支所は、定住促進や少子化対策など人口施策として開催
する、婚活支援イベント参加者を募集しています。【期日】７月６日（日）【会場】よふど温
泉ほか 【対象】２０・３０歳代の独身男女 ◎男性：市内在住または在勤の人 ◎女性：住所・勤務
地は問いません 【参加費】４千円 【申込期限】６月２５日（水）
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各 種 相 談 の ご 案 内

時：日時 場：場所 問：問い合わせ 予：予約

人権相談（無料） 人権問題に関する相談
時 ６月１２日（木） 午後１時３０分～３時
場 生野保健センター、和田山農業研修センター、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 人権推進課 ☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料） 女性が抱えるさま
ざまな悩みや問題の相談に応じます（予約制）
時 ６月１１日（水） 午後０時３０分～３時３０分
場 市役所西館２階相談室
問・予 人権推進課 ☎６７２－６１２２

行政相談（無料） 官公庁の仕事の苦情や意
見・要望などの相談に応じます
時 ６月１６日（月） 午前１０時～１１時３０分
場 生野保健センター、和田山老人福祉センター、
朝来老人福祉保健センター
問 市民課 ☎６７２－６１２０

司法書士による法律相談会（無料） 司法書士による
登記・相続・多重債務などの法律相談（予約制）
時 ７月５日（土） 午後１時～４時
場 和田山ジュピターホール
問・予 兵庫県司法書士会但馬支部 ☎６７６－３３６８

若者就労・支援に関する相談会（無料） 若者サポート
ステーションは、若者未就業者の就労自立に向
けた相談に応じます。
時 毎週水曜日 午後１時～４時
場 山東公民館２階小会議室
問・予 労協若者サポートステーション豊岡 ☎０７９６－３４－６３３３

総合法律センター南たじま相談所 弁護士による法
律相談（予約制・１回３０分・相談料５，２５０円）
時 ６月２６日（木） 午後１時～３時
場 和田山老人福祉センター
問・予 兵庫県弁護士会 ☎０７８－３５１－１２３３

身体障害者相談（無料） 障害に関する相談
時 ７月７日（月） 午後１時～４時
場 市役所南庁舎会議室
問 社会福祉課 ☎６７２－６１２３

【火曜】診療報酬改定で何が変わったのか②【水曜】あなたも骨粗鬆症かも？【木曜】認知症を抱える家族へ【金土日】役に立つお薬手帳
しょう

人間賛歌 新谷英子彫刻の世界展 会期：７月１３日（日）まで

こころのアート展 会期：６月２９日（日）まで

あさご芸術の森美術館 ☎６７０－４１１１ 休水曜日、祝日の翌日
（水曜日が祝日の場合はその翌日）

入館料 大人５００円／大学生・高校生３００円／小・中学生２００円

☎６７６－４５８７ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合開館）

四季織々のパッチワーク展 会期：６月１１日（水）まで

昭和のこどもと暮らし展 会期：６月２０日（金）～７月６日（日）

ヒメハナ公園ウツギの館

☎６７９－４４４８ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

銀谷の七夕 期日：７月６日（日）口銀谷地域の民家など約５０軒の
協力で七夕飾りを展示します。今は見ることのあまりない古くから伝
わる七夕飾りが楽しめます。

生野銀山写真展 会期：６月２９日（日）まで

古布再生展 会期：７月２日（水）～３１日（木）

生野まちづくり工房井筒屋

初夏の里山を楽しもう！水辺の生き物さがし
◆日時 ７月１２日（土）９時３０分～正午 ◆会場 南但馬自然学校 ◆内容 ひょ

うご森のインストラクターを講師に水辺の生き物や昆虫などを探します ◆携行品

等 野外活動のできる服装、虫取り網、虫かご、たも、バケツ、手袋、飲み物（お茶な

ど）、雨具、長靴ほか ◆参加費５０円（保険料）◆申込み 所定の申込用紙で７月

７日（月）までに ◆申込み・問い合わせ先 県立南但馬自然学校 ☎６７６－４７３１

生野マインホール

関西フィル弦楽アンサンブルアーリーサマーコンサート

《全席指定》公演日：６月１５日（日）／開演：午後３時

料金：大人２，０００円高校生以下１,０００円 前売券好評発売中

☎６７９－４５００ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設へお問い合わせください

出張年金相談 豊岡年金事務所職員が相談にあたります

※基礎年金番号が分かるもの、運転免許証などの身分証明書をお持ちください。

◆日時・会場 ６月１８日（水）和田山農業研修センター、７月２日（水）朝来公

民館（時間：午前１０時～午後４時）◆問い合わせ先 市民課 ☎６７２－６１２０

※
８
月

日

、和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
予
定
の

２１

（木）

「beachw
alkers.presents

M
ayJ.T

our2014

～M
essag

e
for
T
om
orrow

～
」

は
好
評
に
つ
き
チ
ケ
ッ
ト
が
完
売
し
ま
し
た
。
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昨
年
度
に
引
き
続
き
、
朝
来
市
役
所
新
庁
舎
建
設
に

伴
い
、
第
２
次
事
務
所
移
転
を
実
施
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
移
転
す
る
部
署
と
移
転
先

○
本
庁
中
庁
舎
２
階

市
長
室
・
副
市
長
室
・
秘
書
広
報
課

↓

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
２
階

○
本
庁
前
庁
舎
３
階

議
会
事
務
局
・
市
議
会
議
場
等

↓

山
東
庁
舎
３
階

■
移
転
時
期

（
引
越
し
作
業
を
行
う
時
期
）

○
市
長
室
・
副
市
長
室
・
秘
書
広
報
課

→

６
月
中
旬

○
議
会
事
務
局
・
市
議
会
議
場
等

→

７
月
上
旬

朝
来
市
役
所

新
庁
舎
建
設
に
伴
う

第
２
次
事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

薗

塩

鉛

於

遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠

遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠

鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛

鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛

■
建
物
の
位
置
関
係

（
本
庁
舎
周
辺
）

■
移
転
後
の
本
庁
舎
配
置

▼
１
階

▼
２
階

▼
３
階

■
移
転
後
の
山
東
庁
舎
３
階
配
置

■
閉
庁
時
の
受
付
窓
口
に
つ
い
て

閉
庁
時（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝

祭
日
の
午
前
８
時

分
～
午
後

３０

５
時

分
）の
受
付
窓
口
は

１５

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
１
階
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部
財
務
課

☎（
６
７
２
）６
１
１
８

職
員
を
紹
介
し
ま
す

千
秋

和
広

せ
ん
し
ゅ
う

か

ず

ひ

ろ

産
業
経
済
部
経
済
振
興
課

企
業
相
談
と
支
援
、地
域
産
業

創
出
支
援
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）の
立

ち
上
げ
に
か
か
る
嘱
託
職
員
と
し

て
、公
募
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、こ
れ

ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、４
月
１

日
か
ら
経
済
振
興
課
で
職
務
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

北
近
畿
に
I
タ
ー
ン
移
住
し
て

か
ら

年
に
な
り
ま
す
。人
と
接

３０

す
る
仕
事
が
好
き
で
営
業
や
組
織

作
り
の
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
ど

こ
へ
で
も
、
だ
れ
と
で
も
、行
っ
て
お

話
し
す
る
の
が
楽
し
み
で
、新
し
い

取
り
組
み
が
大
好
き
で
す
。

こ
の
た
び
は
地
域
産
業
創
出
支

援
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）設
立
の
準
備

係
と
し
て
お
世
話
に
な
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
お
役
に
立
て
る
よ
う

４
月
か
ら
奮
闘
中
。顔
を
見
た
ら

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。



個人住民税（市県民税）の納税通知書を送付します

６月１２日に平成２６年度分個人住民税（市県民税）の納税通知書を発送します。
住民税をご自身で納付される皆さんに納税通知書を送付します。内容をご確認いただき、納期限内に納付いただ

きますようよろしくお願いします。

なお、会社勤めの人（給与所得者）には勤務先を通じて税額通知書を交付させていただきます。

■納付の方法

◎普通徴収 納付書や口座振替によって４期に分けて納付いただきます。

（納付書は納税通知書とあわせて４期分を一括して送付していますので紛失等にご注意ください）

◎特別徴収 勤務先の事業所等が、年税額を毎月の給料から均等に差し引いて納付いただきます。

また、６５歳以上で公的年金等に住民税がかかる人は、年金額から差し引いて納付いただきます。

■問い合わせ先 税務課市民税担当☎６７２－６１１９

個人住民税（市県民税）の
均等割が引き上げられます。

平成２６年度から個人住民税（市県民税）の均等

割が１，０００円引き上げられます。

この均等割引き上げによる増収分は、市や県が実

施する防災事業に充てられます。

実施期間は平成２６年度から３５年度までの１０年

間です。

皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

市・県民税の申告はおすみですか？
市・県民税の申告は、平成２５年中に所得がなく、だれの扶養にも

なっていない人、障害年金・遺族年金、雇用保険法に基づく失業給

付などの非課税収入のみを有する人、朝来市以外の人に扶養され

ている人についても必要です。

年金収入が４００万円以下の人は所得税の確定申告書の提出が

不要になりましたが、市県民税申告書の提出によって扶養や保険料

の申告をしていただかなければ市県民税の控除を受けることができ

ませんのでご注意ください。

申告をしないと、所得証明書の発行ができないほか、国民健康保

険税の軽減措置を受けることができなくなります。また、消費税の引

き上げに伴い該当者に給付される臨時福祉給付金を受けることが

できない場合もあります。

申告がまだの人は、税務課市民税担当へご相談ください。

※確定申告書を提出された人、年末調整をすまされた人は、

市県民税の申告は必要ありません。

行政相談委員の紹介と行政相談日・開設場所変更のお知らせ
毎日のくらしのなかで、国や市、特殊法人などの仕事

について、苦情や意見・要望はありませんか。相談は無

料で、秘密は厳守いたします。お気軽にご相談ください。

◆毎月第３月曜日に開設していました行政相談日を

偶数月に変更します

◎今月の相談日は６月１６日（月）です。

時間：午前１０時～１１時３０分

会場は、生野保健センター、和田山老人福祉センター、

朝来老人福祉保健センターです。（今月は３か所での開

設です）

次回の相談日は、８月１８日（月）で、会場のうち、和田

山老人福祉センターを朝来市役所西館２階相談室に変

更して実施します。

行政相談委員の皆さん

（写真左から）宇治 紘三委員（生野）中川 里美 委員（朝来）
う じ こ う ぞ う な か が わ さ と み

小山 勲委員（山東）
こ や ま いさお

藤本登志子 委員（和田山）
ふじもと と し こ

今後の予定（開催時間：それぞれ午前１０時～１１時３０分）
生野保健センター
朝来市役所西館相談室
山東老人福祉センター
朝来老人福祉保健センター

８月１８日（月）生野保健センター

和田山老人福祉センター

朝来老人福祉保健センター

６月１６日（月）
１０月２０日（月）
１２月１５日（月）
２月１６日（月）

■問い合わせ先 市民課☎６７２－６１２０

平成２６年６月平成２６年６月号号17

平成２６年度
以降

平成２５年度
まで

３,５００円３,０００円市民税の均等割

２,３００円１,８００円
県民税の均等割
※県民緑税８００円を含む

５,８００円４,８００円合 計
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叙叙叙

勲勲

平
成

年
春
の
叙
勲
、
危
険

２６

業
務
従
事
者
叙
勲
、
高
齢
者

叙
勲
を
受
章
さ
れ
た
皆
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。

松岡
まつおか

尚志さん
ひさし

（楽音寺区）

昭
和

年
４
月
か
ら

年

５７

２０

に
わ
た
り
山
東
町
議
会
議
員

と
し
て
在
職
。そ
の
間
、平
成

２
年
４
月
か
ら
約
６
年
間

同
議
会
議
長
を
務
め
た
ほ
か
、

文
教
民
生
常
任
委
員
会
委

員
長
な
ど
を
歴
任
。生
活
排

水
処
理
問
題
、ヒ
メ
ハ
ナ
公

園
整
備
、山
東
少
年
自
然
の

家
開
所
な
ど
、生
活
環
境
の

向
上
、都
市
と
の
交
流
を
は
じ

め
、地
方
自
治
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章
【
地
方
自
治
功
労
】

谷口
たにぐち

秀雄さん
ひでお

（新堂区）

平
成
２
年
７
月
か
ら
山

東
町
農
業
委
員
会
委
員
に

就
任
。平
成
８
年
７
月
か
ら

は
同
委
員
会
会
長
を
務
め
、

農
業
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
ほ

か
新
市
農
業
委
員
会
発
足

に
も
尽
力
。平
成

年
４
月

１７

か
ら

年
７
月
ま
で
は
、朝

２０

来
市
農
業
委
員
会
の
初
代

会
長
に
就
き
、新
市
の
農
業

振
興
に
つ
い
て
の
端
緒
を
開

か
れ
ま
し
た
。

旭
日
単
光
章
【
農
業
振
興
功
労
】

昭
和

年
に
兵
庫
県
警

３５

察
官
と
な
り
、明
石
署
、有

馬

署
、八

鹿

署（
現

養

父

署
）、和
田
山
署（
現
朝
来

署
）、豊
岡
署（
現
豊
岡
南

署
）な
ど
に
勤
務
。生
活
安

全
、防
犯
を
中
心
と
し
た
職

務
に
住
民
の
立
場
か
ら
の
ぞ

ま
れ
ま
し
た
。ま
た
、退
職
後

は
少
年
指
導
委
員
を
続
け

ら
れ
る
な
ど
、地
域
の
安
全
・

安
心
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和

年

月
か
ら
３

５９

１１

期

年
に
わ
た
り
和
田
山

１２
町
議
会
議
員
と
し
て
在
職
。

同
議
会
産
業
建
設
委
員
会

委
員
長
、議
会
運
営
委
員

会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。大

町
大
池
に
よ
る
地
域
振
興
、

公
共
下
水
道
の
整
備
と
い
っ

た
課
題
に
取
り
組
ま
れ
る
な

ど
、地
方
自
治
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和

年
に
兵
庫
県
警

３５

察
官
と
な
り
、尼
崎
西
署

（
現
尼
崎
南
署
）、
八
鹿
署

（
現
養
父
署
）、柏
原
署（
現

丹
波
署
）、豊
岡
署
（
現
豊

岡
南
署
）な
ど
に
勤
務
。
生

活
安
全
、交
通
事
件
捜
査
な

ど
に
あ
た
ら
れ
、全
国
初
と

な
る
事
件
を
解
決
さ
れ
る
な

ど
、「
と
こ
と
ん
や
る
」を
信
条

に
、地
域
の
安
全
・
安
心
の
維

持
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

まちづくりに関するテーマをもとに、話題提供
者の話を聞いて、参加者と一緒にわいわい

と語り合い、学び合う場です。語りたい人、じっくり議論を聴きた
い人、参加のスタイルは自由です。お友だちを誘って、気軽に
集いませんか？（参加費・無料）
【第１回】
◎開催日時 ６月２６日（木）午後７時３０分～
◎開催場所 山東公民館（交流ルーム）

◎テーマ 「オモシロ仕掛け人と
シェアハウス住民が語るこれからの暮らし方」

◎話題提供者 株式会社みんなの村代表取締役
前川進介（まえがわしんすけ）さん（丹波市在住）

【第２回目以降】 毎月第４木曜日を基本に開催します。
（ただし、第２回は７月１７日（木））どの回からでも自由に
参加できます。お誘いあって気軽にご参加ください。
※詳細は、市ホームページをご覧いただくか、
市役所総合政策課にお問い合わせください。

《主催・問い合わせ先》市役所総合政策課☎６７２－６１１０
E-mailsougou@city.asago.hyogo.jp

飯國
いいぐに

治二さん
はるじ

（石田区）

瑞
宝
双
光
章
【
警
察
功
労
】岡田

おかだ

昭治郎さん
しょうじろう

（上早田区）

瑞
宝
単
光
章
【
警
察
功
労
】足立

あだち

篤郎さん
とくろう

（宮田区）

旭
日
単
光
章
【
地
方
自
治
功
労
】
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県県
功
労
者
表

県
功
労
者
表
彰彰

県
は
、５
月
３
日
、平
成

年
度
県
功
労
者
を
発
表

２６

し
、朝
来
市
か
ら
は
次
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

あなたの回答が、日本経済の力になる！
平成２６年経済センサス‐基礎調査

平成２６年商業統計調査を一体的に実施します

●経済センサス－基礎調査は、事業所・企業の活動の状
態を調査し、全ての産業分野における事業所・企業の

従業者規模等の基本的構造を、全国・
地域別に明らかにするとともに、各
種統計調査の基礎となる母集団情報
の整備を図ることを目的として実施
します。

◆調査の意義・重要性をご理解いただき、ご回答をよろしくお願いいたします。

総務省・経済産業省・兵庫県・朝来市

●商業統計調査は、商業を営む事業所について、産業分
類別、従業者規模別、地域別等に従業者数、商品販売額
等を把握し、わが国商業の実態を明らかにし、商業に
関する施策の基礎資料を得ることを目的として実施
します。
●調査票は平成２６年６月末日までにお届けします。
７月１日以降に提出をお願いします。

褒褒褒

章章

黄綬褒章

平
成

年
か
ら「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む

１８

農
法
」に
よ
る
、冬
季
湛
水
、減
農
薬
・

無
農
薬
な
ど
環
境
創
造
型
農
業
の
普

及
に
努
め
、

年
か
ら
は
同
農
法
の
ア

２１

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
貢
献
さ
れ
る
な

ど
、安
全
・
安
心
な
農
産
物
生
産
の
推

進
に
力
を
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

髙本
こうもと

彰一さん
しょういち

（久世田区）

長
年
に
わ
た
り
専
門
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
人
た
ち

へ
贈
ら
れ
る
褒
章
の
受
章
者
を
紹
介
し
ま
す
。

※
黄
綬
褒
章
…
道
一
筋
に
業
務
に
精
励
し
民
衆
の
模
範
と
な

る
皆
さ
ん
を
対
象
と
す
る

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
表
彰

【
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰
】

白瀧
しらたき

迪子さん
みちこ

（奥銀谷区）

日
ご
ろ
の
人
権
擁
護
活
動
へ
の

尽
力
に
対
し
て（
５
月
３
日
付
）

第

回

但
馬
文
化
賞

１６
県
は
、４
月

日
、但
馬
地
域
の

２４

芸
術
文
化
の
向
上
、発
展
に
対
し

て
功
績
を
た
た
え
る
第

回

但

１６

馬
文
化
賞
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

長岡
ながおか

國人さん
くにと

（宮内区）

版
画
家
と
し
て
京
都
・
ベ

ル
リ
ン
に
拠
点
を
置
き
世
界

的
に
活
躍
、近
年
は
和
田
山

町
宮
内
に
版
画
工
房
を
構
え
、

制
作
の
一
方
で
、地
域
の
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
芸
術
文

化
の
普
及
活
動
を
実
践
さ
れ

る
な
ど
の
活
動
を
続
け
て
お

ら
れ
ま
す
。

【業務精励（農業）】

山
東
町
商
工
会
の
金
融
部
長
と
し
て
会

員
企
業
の
安
定
経
営
に
尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、

商
店
街
青
年
部
を
全
町
的
な
商
工
会
青
年

部
に
発
展
さ
せ
る
な
ど
の
功
績
を
残
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、平
成

年
６
月
の
山
東
町
商

１９

工
会
会
長
へ
の
就
任
後
は
、朝
来
市
内
４
町

の
商
工
会
合
併
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
、和
田
山
町
商
工
会
副
会
長
と
し

て
、全
国
展
開
す
る
大
型
店
舗
等
の
誘
致
に

尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、朝
来
市
商
工
会
の
発
足

に
貢
献
、平
成

年
の
市
商
工
会
発
足
後

２２

は
初
代
会
長
に
就
任
、業
務
の
推
進
を
図
ら

れ
ま
し
た
。ま
た
、地
元
竹
田
区
の
振
興
に

も
力
を
注
が
れ
て
い
ま
す
。

平
成
２
年
５
月
か
ら
現
在
も
一
般
社
団

法
人
兵
庫
県
信
用
金
庫
協
会
の
理
事
と
し

て
活
躍
、こ
の
間
、同
協
会
副
会
長
、近
畿

信
用
金
庫
協
会
広
報
委
員
会
委
員
長
、全

国
信
用
金
庫
協
会
広
報
委
員
会
委
員
を
歴

任
さ
れ
る
な
ど
、業
界
の
発
展
に
力
を
尽

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

桑田
くわた

純一郎さん
じゅんいちろう

（生野１区）

【産業振興功労】

古屋
ふるや

耕三さん
こうぞう

（米屋町区）

【産業振興功労】

桂野
かつらの

廣司さん
ひろし

（上早田区）

【産業振興功労】



健康コーナー

食育とは、さまざまな経験を通じて、「食」に関する知識

と「食」を選ぶ力を身につけ、健全な食生活を実践できる

人を育てることです。

「食」は健康な体づくりだけでなく、あらゆる分野にわたり、

私たちの生活において大切な役割を担っています。

食を通じて心身ともに豊かな

生活を実践するため、一人ひとり

が食育に取り組みましょう。

◎食育の取り組み

（朝来市食育推進計画から）

【問い合わせ先】地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

輸血に必要な血液をいつでも十分に確保しておくため

には皆さんの献血が必要です。多くの皆さんのご協力をお

願いします。

【問い合わせ先】地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

あなたも骨髄バンクドナーになってみませんか？白血病

などの血液難病の患者さんに救いの手を!ひとりでも多く

の皆さんのご協力をお願いします!

◆対象 １８歳から５４歳までの健康な人

◆日時 ６月２５日（水）

午前９時３０分～１１時１５分 午後０時３０分～３時

◆会場 山東老人福祉センター（山東町楽音寺）

【問い合わせ先】

朝来健康福祉事務所食品薬務衛生課 ☎６７２－６８７２

５月１８日、市と公立豊岡病院組合は、あさご・ささゆり

ホールで「朝来市の地域医療を考える」講演会を開催し

ました。

５回目となる今回は、宮城県気仙沼市立本吉病院の前

病院長で、現在は京都大学医学部臨床講師を務める

川島実医師が、「災害を乗り越えつながる地域医療～元
かわしまみのる

プロボクサー医師、宮城県の被災地へ～」と題して講演。

京都大学医学部在学中にプロボクサーデビューし、引退

後にへき地医療と出会ったことや、東日本大震災の被災

地で、寝たきり高齢者の在宅医療や被災者の健康問題に

取り組む中で認識した多職種連携の重要性などについて、

参加した皆さんを前に語りかけました。

６月４日（水）～１０日（火）

～歯と口は 健康・元気の源だ ～

歯と口は、健康に生きることを支えます。むし歯予防だけ

でなく、歯周病を防ぐために、歯と口の健康を保つ“毎日の

お口のケア”が重要です。

【問い合わせ先】地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

【６月の献血予定】
受付時間会 場日 程

午前９時３０分～午後１時３０分市役所朝来支所６月８日（日）
午前９時３０分～１１時１５分

和田山農業研修センター６月１７日（火）
午後０時３０分～３時３０分
午前９時３０分～１１時１５分

山東老人福祉センター６月２５日（水）
午後０時３０分～３時

※本人確認できるもの（免許証、保険証など）・献血カード（お持ちの人）をご持参ください。

６月は「食育月間」

毎月１９日は「食育の日」です

食の安全・安心栄養・食生活

正しく選んで体にやさしい食生活
◎食品表示を確認しましょう
◎非常用の食料を

備蓄しましょう

おいしく、楽しく、バランスよく!
◎主食、主菜、副菜をそろえて

バランスよく食べましょう
◎家族や仲間と

楽しく食べましょう

地産地消食文化の継承

地元の食で育むこころとからだ
◎地元で作られた

食材を使いましょう
◎食の体験活動を通じて食への

感謝の心を育てましょう

伝えよう、学ぼう豊かな食文化
◎行事食や伝統料理を知り、
家庭の食事に取り入れましょう

◎地域の交流の中で
食文化を伝えましょう
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骨髄バンクドナー集団登録会

献血にご協力ください

歯と口の健康週間

朝来市の地域医療を考える講演会

幼児等対象の健診についてはいずれも該当児には個別通知します。

場 所内 容
曜
日

日月

さんとう緑風ホール
和田山農業研修センター

総合健診
献血

火１７

６
月

さんとう緑風ホール総合健診水１８
さんとう緑風ホール
和田山保健センター

総合健診
８か月児健診

木１９

山東老人福祉センターこころのケア相談（予約制）金２０
山東老人福祉センター
和田山保健センター

献血
脳元気度チェック（予約制）

水２５

和田山保健センター３か月児健診木２６
竹田地区市民会館総合健診火１

７
月

竹田地区市民会館総合健診水２
大蔵地区市民会館総合健診木３
和田山保健センター
生野保健センター

１歳６か月児健診
こころのケア相談（予約制）

木１０

和田山保健センター３歳児健診金１１
東河地区市民会館総合健診火１５

健健健康康カレカレンンダーダー
６６／１６～７／１６／１６～７／１５５



健康コーナー
■問い合わせ先
地域医療・健康課
☎６７２－５２６９（和田山保健センター）

日本脳炎予防接種は、平成１７年度から平成２１年度ま

での間、積極的な接種勧奨を行っていませんでした。

予防接種法施行令等の改正によって、平成７年４月２

日から平成１９年４月１日生まれの人（特例措置対象者）

に限って、２０歳になるまでに不足分の予防接種が受けられ

ることになっています。

母子健康手帳などでお子さんの接種状況を確認いただ

き、不足がある場合は接種を受けましょう。

［特例措置対象者］

平成７年４月２日～平成１９年４月１日生まれの人

［実施医療機関］ 市内指定医療機関

［必要な接種回数］

１期初回２回・追加１回、２期１回の計４回

［接種間隔と回数］

★今年度、平成８年４月２日～平成９年４月１日生まれで、

２期を接種していない人へ個別案内をしています。また、１期

の接種が３回終了している９歳以上の人も接種が出来ます。

［予防接種の受け方］

①接種を希望する医療機関（市内指定医療機関）に電話

で予約します。

②接種当日に、朝来市指定の予診票に記入をします。

（朝来市指定の予診票が、お手元にない場合は、地域医

療・健康課へご連絡ください。）

③母子健康手帳と予診票を持参し、医療機関で接種を受

けます。

［その他］

平成１９年４月２日以降に生まれた人は、通常どおり、７

歳半までに第１期の接種（計３回）を終了してください。

＜予防接種時を受けるときの注意＞

予防接種を受ける際には、原則、保護者の同伴が必要です

保護者とは、親権を行う者、または後見人をいいます。

（予防接種法第２条第４項）

原則、保護者の同伴が必要ですが、やむを得ず保護者

の同伴ができない場合、次の場合に限り、保護者の同伴を

要しないものとします。

①親族等のお子さんの健康状態を

よく知っている人が同伴する場合

◎保護者からの「同伴委任状」※があれば、接種可能です。

◎「同伴委任状」は、事前に保護者が署名し、接種する

日に予診票に添えて医療機関へ提出してください。

◎医師の診察と説明を受けた後、接種に同意する場合

は、予診票の保護者自署欄には同伴者本人の署名を

してください。

②日本脳炎予防接種を受ける人が

高校１年生相当の年齢以上の場合

◎日本脳炎の予防接種を受ける人で、高校１年生相当の

年齢以上の人は、本人のみで接種することができます。

◎事前に、予防接種に関する説明文をよく読み、納得し

たうえ、「日本脳炎予防接種保護者同意書」※に保護

者の署名をしてください。

◎予診票の保護者自署欄にも署名していただき、同意

書と合わせて接種する本人が、接種日に医療機関に

提出してください。

※「委任状」「同意書」の様式は、地域医療・健康課、各医療機関にあ

ります。また朝来市のホームページからもダウンロードできます。

【問い合わせ先】地域医療・健康課☎６７２－５２６９

市は、６月１２日から９月１１日ま

で、各地区で総合健診を実施します。

総合健診は、特定健診（特定基本

健診）とあわせて、肺・胃・大腸・前立

腺の各がん検診や、肝炎ウイルス検診、腹部エコー検診、

骨粗鬆症検診を同日に実施するものです。
しょう

《受診をされる皆さんへ》

☆すでに申込みをされている皆さんには、実施日の約３週

間前に受診日時・会場の案内と受診票等を送付します。

☆申込みをされていない人で、受診を希望される場合は、

早めに地域医療・健康課までご連絡ください。

☆詳しい実施日程については、広報５月号と同時配布の

「平成２６年度朝来市総合健診実施日程について」をご

覧ください。

【問い合わせ先】地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

日本脳炎予防接種について

平平成２６年６月平成２６年６月号号21

～健康あさご２１～ 年１回は健診を受けて健康管理に努めましょう

平成２６年度 朝来市総合健診を実施します

【日程と会場】※７月１８日までの予定
会 場日 程

糸井地区市民会館６月１２日（木）・１３日（金）
さんとう緑風ホール６月１７日（火）・１８日（水）・１９日（木）
竹田地区市民会館７月１日（火）・２日（水）
大蔵地区市民会館７月３日（木）
東河地区市民会館７月１５日（火）
和田山保健センター７月１６日（水）・１７日（木）・１８日（金）

１回目を接種する。１回目

初回
１

期

１回目の接種が済んだ後、６日～２８日
の間をあけて２回目を接種する。

２回目

２回目の接種が済んだ後、おおむね１年
の間をあけて３回目を接種する。

３回目追加

９歳以上の人で、
３回目の接種が済んだ後、６日以上の間
をあけて４回目を接種する。
※３回目の接種が済んだ後、５年の間を
あけて４回目を接種することが望ましい。

４回目２期★
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担当地域所在地 電話番号名 称

糸井校区
大蔵校区
東河校区

社会福祉協議会（山東町楽音寺９５）
☎６７６－５２１０（いきいき介護センター）
☎６７２－０４４０（和田山支所内）

和田山高齢者

相談センター
枚田校区
竹田校区

特別養護老人ホーム平生園
☎６７４－０３００（和田山町竹田１７７９）

山東地域
特別養護老人ホーム緑風の郷内
☎６７６－３４１１（山東町一品４２４）

山東高齢者
相談センター

朝来地域
特別養護老人ホームあさがおホール内
☎６７７－１９０１（新井１４８）

朝来高齢者
相談センター

◎高齢者相談センター

地域包括支援センターのご存じですか？

介護支援専門員（ケアマネジャー）の役割

窓

担当地域所在地 電話番号名 称

和田山・朝来・山東
和田山町東谷２１３番地１

☎６７２－６１２５
朝来市地域包括
支援センター

生野
生野町口銀谷７４７番地３

☎６７０－５２０２
生野地域包括
支援センター

◎地域包括支援センター

ケアマネジャーは、介護福祉の総合的な知識を持ち、相談援助やサービス調整を担う専門職です。

介護保険サービスの利用の際には、ケアマネジャーに相談いただきますよう、その役割を紹介します。

●ケアマネジャーの役割

①相談援助…介護保険サービスなどを利用する人の生活

状況を伺い、生活や介護の困りごとなどについての相談を

お受けします。

②サービス調整…本人の身体の状態や家庭の生活リズム

に合った各種サービスの利用についての相談や調整を行

います。

③介護計画作成…介護（介護予防）計画（サービスの利用

計画書）を作成し、サービスを提供する事業者（ヘルパー、

デイサービス、ショートステイ、福祉用具のレンタル等）との

連絡調整を行います。

④サービス料の算定…１か月のサービス利用に必要な費

用の目安をお知らせします。

⑤苦情相談…介護保険やサービス利用に関する苦情をお

受けします。

ケアマネジャーは、県の指定を受けた市内１０か所の事業

所に配置されています。居宅介護支援事業所やケアマネ

ジャーについてのご相談やお問い合わせは、地域包括支援

センター・高齢者相談センターまでお願いします。

■問い合わせ先

人権推進課 ☎６７２－６１２２

インターネットは、人と人とのコミュニケーションツールでもあります。人

権意識を高め、正しい知識とルールを身につけ、相手に対する思いやりの

気持ちをもって利用しましょう。

を掲載することが多く、他人のプライバシーを侵害したり、傷つけたりするような内容は後を絶ちません。

携帯電話やパソコンによるインターネットは、だれでも情報を受信・発信できる気軽で便利なメディ

アとして広く普及しています。その反面、掲載された文章や画像、映像などの情報は、簡単に複製され

他の場所に転載されるなど、掲載者の意図しないところで、またたく間に広がってしまいます。

また、大きな問題となっているのが「匿名性」です。「自分」を明らかにしないことから無責任な情報

インターネット上の人権侵害人権推進課だより（71）

このキャッチフレーズは、内閣府が「男性が、企業人とし
ても家庭人としても豊かな生活をおくるために、長時間労
働を減らして、女性と共に家事・育児・介護・地域活動に関
わりたくなるようなキャッチフレーズ」を募集し、選んだも
のです。
「男女共同参画社会」の実現には、さまざまな制度の改
革と併せて、「企業人としての男性」や、家庭での働く女性
のパートナーである「家庭人としての男性」など、男性の意
識・行動も重要です。
私たちのまわりの男女のパートナーシップについて、この

機会に考えてみませんか？
◎朝来市でも週間中に、朝来市男女共同参画推進委員
会が中心となって、街頭やケ－ブルテレビなどでのキャン
ペーン活動に取り組む予定にしています。

６月２３日から２９日は「男女共同参画週間」です

■問い合わせ先 人権推進課☎６７２－６１２２

平成26年度のキャッチフレーズ「家事場のパパヂカラ」

■問い合わせ先 観光交流課☎６７２－４００３

モバイル用観光案内「朝来観光ナビ」
スマートフォンなどのモバイル機器を対象とした観光ホーム

ページ「朝来観光ナビ（asagonavi）」を開設しました。

◆ホームページアドレス http://asago-navi.com/
市内観光資源をカテゴリーごとに見やすく紹介しています。

スタンプラリー「SmartRally」（スマラリー）実施中です
市内５か所の観光施設にあるＱＲコードを読み取りすべての

スタンプを獲得すると、よふど温泉・黒川温泉の入湯割引券を

プレゼント。また、同券を使うとＷチャンスでプレゼントがもらえる

抽選に応募できます。（６月３０日（月）までの期間限定です）

◆ＱＲコード設置場所 ①情報館「天空の城」②古代あさご

館③あさご芸術の森美術館④史跡 生野銀山⑤生野まちづく

り工房 井筒屋

◆利用方法 朝来観光ナビや朝来市ホームページから専用の

無料アプリを入手してください。



№５５ 架空請求に注意！絶対に支払わないで！暮らしの情報コーナー
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が
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に
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を

よ
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す
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ベ
ン
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す
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と
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必
ず
地
元
の
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た
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と

と
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に
汗
を
流
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バ
ー
た
ち
が
い
ま
す
。一

生
懸
命
な
姿
に
私
も
初

心
に
か
え
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よ
う
な
思

い
で
す
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こ
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ら
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ま
ざ
ま
な
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し
い
話
題

が
提
供
さ
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
お
楽
し
み
に
。

「総合情報サイト利用料が未納になっています」などと、詳細が分からないインターネット情報料を請求するメールが携帯

電話やスマホに届く、架空請求メールの被害が後を絶ちません。つい支払ってしまったことをきっかけに次 に々請求されるケー

スや、相手業者について調べようとして、ネット検索で見つけた探偵業者に調査料をだまし取られるなど二次被害につながる

事例も増えています。

ࣄࣄࣄ
ྫྫྫ

つ

スマホに「有料サイトの会員代金が未納になっている。放っておくと裁判になる」とメールが入った。過去に有料

サイトを利用したことはあったので、慌てて問い合わせ先に電話したところ１０万円を請求されたのでＡＴＭから

振り込んだ。すると、再度同じ業者から電話があり、さらに２０万円請求された。 （４０歳代、男性）

■不審に思ったとき、困ったときには…消費生活相談 たじま消費者ホットライン ☎０７９６－２３－１９９９

市消費生活相談窓口（市民課内） ☎６７２－６１２１ 県立但馬消費生活センター ☎０７９６－２３－０９９９

集

記後

編

アメリカ・オレゴン州ニューバーグ市のシャヘイラムバレー中学校と和田山

中学校は、１９９０年（平成２年）に姉妹校となりました。また、その縁で２０００

年（平成１２年）には、ニューバーグ市と当時の和田山町との間で姉妹都市

提携の調印も行われるなど、２０年以上にわたる交流の歴史があります。

２つの学校では、毎年、ニューバーグの生徒が朝来市へ、和田山中学校

の生徒がニューバーグへと、お互いに訪問しあっています。５月９日から１８

日にかけて、今年のアメリカからの使節団がシャヘイラムバレー中学校から

和田山中学校へやってきて、期間のうち一週間ほど朝来市に滞在しました。

私は、そのなかで生徒たちの市内観光の案内をお手伝いし、白井大町藤

公園、竹田城跡、生野銀山などへ行きました。一週間で、生徒たちと一緒に

あちこち行って、多くの通訳をしました。母語ではない日本語と英語の間の

同時通訳は初めての挑戦でした。難しかったですが、だいたい分かってもら

えたのではないかと思っています（笑）

生徒たちは興味を示して、多くの質問

をしました。その受け答えから、私も朝来

市についての多くのことを知ることがで

きたのではと感じています。

生徒たちは思い出とともにアメリカへ

帰国しましたが、私にも多くの思い出が

できました。

（秘書広報課国際交流員 ヴァンデンドリッシュ―・ポリーヌ）
※子ども＝15歳以下 高齢者＝65歳以上
※累計は平成２６年の合計

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

０空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

１忍 び 込 み０強制わいせつ

０金 庫 破 り０ひ っ た く り

０事 務 所 あ ら し６車 上 ね ら い

０出 店 あ ら し０自動販売機ねらい

２詐 欺

そ
の
他

１部 品 ね ら い

３傷 害６器 物 損 壊

４暴 行１自 動 車 盗

６万 引 き０オートバイ盗

（４月末累計）３自 転 車 盗

火災・救急の状況
（朝来消防署）

件数区分

１建物

火
災

３林野

０車両

３その他

７合計

１４累計

１９交通事故

救
急

２３一般負傷

５７急病

１６その他

１１５合計

５１７累計

（４月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

３７９人身事故

００子ども

死
者

００高齢者

００その他

００合計

５２子ども

傷
者

１１２高齢者

３９１３その他

５５１７合計

４１４８５物損事故

（４月中）

vol.9はじめての同時通訳

架空請求業者は、請求金額やサイトの利用日時など詳細を何も記載しないメールを不特定多数に送りつけ、「裁判にな

る」「本日中に連絡するように」など不安をあおって電話やメールで連絡させるよう仕向けます。連絡すると住所や氏名な

ど個人情報を聞きだされ、利用もしていないサイトの代金を請求されます。一度支払ってしまうと返金は極めて困難です。

相手とは連絡を取らず、絶対に支払わないでください。迷惑メールが頻繁に入る場合は受信拒否やアドレスを変更するな

どで対処してください。

平平成２６年６月平成２６年６月号号23



朝秘広 ２６．６．１３,４００◆平成２６年６月号 ◇発行 朝来市◇編集 朝来市市長公室秘書広報課
◇〒６６９‐５２９２兵庫県朝来市和田山町東谷２１３番地１
◇TEL０７９‐６７２‐３３０１（代表）◇FAX０７９‐６７２‐４０４１
◇URLhttp://www.city.asago.hyogo.jp/◇E‐mail：info@city.asago.hyogo.jp

この広報紙は、自然環境を考えて、植物インキ、FSC認証紙を使用しています。

広報朝朝来朝来 24

人いきいき
市内で活躍する元気な人、

グループを紹介
（ ）伊藤晴通さん

い と う は る み ち

そば処「伊とう」を開く

竹田殿町の虎臥城公園となりで「そば処伊とう」を開くのは伊藤晴通さ

ん（多々良木区）です。市と市商工会の「にぎわい創出事業」を活用、寺町

通りに面した民家を改築し、このほどオープンしました。

「市内でいろいろと店にできそうな物件を探したのですが、たまたまこ

の場所にあった空き家を貸していただけることになりました。寺町通りの

雰囲気のよさも気に入っています。」

伊藤さんは、調理師学校を卒業後フランス料理店に勤務、１５年前から

は出石の観光施設で働きながら、そば職人の指導を受け本格的なそば打

ちも身に付けました。新しい店の看板であるそばは、国産のそば粉を使い

開店前に手打ちしています。

「観光客の皆さんのご来店が多いのですが、地元の皆さんにもご利用

いただいてます。」「今後もメニューを増やすなど、地元の皆さんに気軽に

足を運んでもらえる、城下町にあった店づくりを進めていきたいです。」と

話します。

（そば処伊とう☎６７０－６７７０ 午前１１時～午後５時・水曜日定休）

【朝来市にぎわい創出事業】 出店にかかる内外装工事等の費用、店舗賃借料・買取費用への補助を行います。
今回紹介しました、「そば処伊とう」と、４月２６日に和田山町加都にオープンした旅行代
理店をあわせて、これまで８件が制度を利用し開店しています。（５月１５日現在）
制度について詳しくは、朝来市経済振興課（☎６７２－２８１６）までお問い合わせください。

ＤＶＤ『朝来スケッチ』好評発売中！
朝来市出身の映像作家・藤原次郎さんによって

撮影された、朝来市内の美しい風景をまとめた

ＤＶＤ『朝来スケッチ』を発売しています。

１枚１，０００円（税込）

問い合わせ先 都市開発課 ☎６７２－６１２７

市 民 投 稿

第22回 金香瀬不動尊大護摩大祭 金香瀬不動尊大護摩奉賛会

５月２５日、史跡生野銀山で、今年も金
かな

香瀬
が せ

不動
ふ どう

尊
そん

大
おお

護摩
ご ま

大祭を開催しました。
たいさい

シルバー生野と小野区の皆さんらで組織する奉賛会の主催で行っているこの大

祭、２２回目となる今回も、生野ひいきの会、奥銀谷地域自治協議会のご支援ご協

賛のもと、約２００人の皆さんにお越しいただきました。

生野銀山で働く人たちの安全や健康を願って行われていたこのお祭りですが、

鉱山の閉山後も受け継ぎ、平成５年からは、銀山へ訪れる観光客や地域の皆さん

の健康などを祈願する「大護摩大祭」として継続しています。

今年は、行者の皆さん６人をお招きして、多くの護摩木をまつることができまし

た。毎年、５月の最終日曜日に開催していますので、来年以降もぜひ多くの皆さん

にお越しいただければと願っております。

（写真上…点火され煙をあげる護摩壇写真下…燃え落ちた炭の上を素足で歩く火渡り）

こ ん な こ と あ ͬ た で ー


